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長官の更迭

本日の政府發表によって林野鱸長官三浦辰雄氏力雲退し、指導部長横川信夫氏がその後任に就いた

ことを知った。

三浦氏の高い人格と勝れた行政手腕並に狼い政治力に信僑する國民は、筒前途に蟠る諸問題の明快

なる裁決を得べ<、絶大なる期待を氏にかけてゐた時磯であるだけにも惜別の傭禁じ得ないものがあ

る。しかし退官の理由は､本年六月施行せらる上参議院議員の選緊に立候補するためであるといふ新

紙の報這を見て、その氣高い決意に對し深雀の敬意を表するものである。

由來國會に立たんがため公職を瀞した者は紗くないが､林野官聴部門に於ける最高峰の地位を弛ち、

一野人として國民の側に立って大なる抱負を盆行しやうと試みた例は恐らく三浦氏を以て噴矢とする

であらう。その特異の決意は刺築同人の齊しく敬仰する所であると共に、多年指導誘披を蒙つた鴻恩

に對し心からの謝意を棒<・るものである。

筒傳ふるところによれば、これと前後して、多年地方林政に壷津された學識經駿者田中八百八氏、

少壯有爲の民間人として震頭しつ上ある村井清-氏その他斯界の諸名士も亦職能を代表し-鐙場する

意圖ありといふ。このやうに我盈の職域に對し正しい理解と深い認識を有する具眼の士が相次1，､で出

馬することは我掩の磯て蕊願して止まなかった所であるが、この度恰も前長官三浦辰雄氏の特異性を

持つ退官が之を表現し、これを推進するが如く､瀕力に第一歩を踏切ったことは虞に同慶に堪えない。

しかし云ふまでもなく本協會が之等選曝對錐の埒丙にふみ込むことは､假令合法的措置の道が開か

れてゐるとしても、その有する磯構組織の上から見て事奮これを許さない。我をほこの嚴然たる一線

の此方からひたすらに諸氏のご健闘を耐念して止まないものである。

新長官織川信夫氏は人も知る如く､曾て波欄蓮領の長年月、内地外地に亘り、國有林民有林を通じ、

熱情を傾けて幾多の難局を除す所なく鮮明に虚理して來た力量人である。加ふるにその圓滿なる人格

と、功利に橘淡たる慾の無さが、氏を憾の人とし､亡今日の貌大なる信望を荷ふに到らしめたものであ

ると思ふ。時局の趨向丙外共に多事多難の折柄、國民が氏の大器に嘱望するところ蓋し撞大なるもの

がある。偏に自重自愛邦家再興のためご奮闘を所る°

斯くして新選雨長官夫黙の抱負經給は､科皐技術を基盤とする鮎に於て一貫性を持つ三浦林政から

繊川林政に推移したことによって．叉今後國會と行政面の緊密なる逵繋によって、能<現代日本林政

林業の危磯を收拾し、やがてこれを健全なる〃國民の林政泳業"へ向上せしめ、更に進んで〃國際的

の林政林業〃へ發展せしめ得るであらう。これによって必ずや衆望に應ふる明朗林政林業の時代が出

現するであらうことを砿信し且つ覗頑せんとするものである。

長官更迭の報を得て欣快に湛ゾ、ず．敢で拙文を草して謝誹と覗頑に代へる次第である。

(25-3-15W11稿）
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（前)林野聴長官三浦辰雄
I

五年に維止符を打って、この度林野隙長倉を辞任いたすこと人なりました。こ

1
日を得ました事は關係各方面の方凌の御支援と御協力によるものでありまして
霞､;も－

或いは撫濟再建に、鱸又國民生活の髪定に森林の錐っ使命の重大な頚にっ費斐
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一 新蕾雨長官挨拶一

静任のここぱ
（前)林野聴長官三浦辰雄

官界生活二十五年に維止符を打って、この度林野隙長官を辞任いたすこと人.なりました。こ
の間大過なく今日を得ました事は關係各方面の方凌の御支援と御協力によるものでありまして

厚く樹職申上げま炎一

國土保全に、或いは經濟再建に、臘叉國民生活の喪定に森林の持つ使命の重大な事につきま
しては、濁り林業關係者ばかりでなく贋<國民一般に深く認識されつ上あること鯏蛍、眞に慶賀
に堪えないのであります。

しかしながら最近の屡次の水害に依りまして森林の持つ保安機能につきましては一般に關心
が高いのでありますが､森林の賛源保全の面につきましては必ずしも充分とは言えないのであ
りまして．統制純濟から'自由無濟への聴化に伴い霞して資源の浪劉が助長きれる懸念も出て参
るのであり重す｡將來森林資源の有数利用を如何にして岡るかは大きな問題となりませう．
更に林業團艘や業界も韓撰期に直面しつ上ありまして、この林政の一大篝彰削に際し、緊急
に解決しなければならない問題愈多食残して誹任いたしました事は健だ心著しいのであります
その解決の前途には色盈と困難な問題も出てくる事があるかとも存じますが、之は官民を間ほ
ず林業關係者を打って一丸とした力の下に、綜合的な施策がその解決の端緒を輿えてくれるこ
とL信じます。

今後は､新しい立場から林業問題の解決に御手鰹いをさせていた陸きたいと存じます｡二十
五年の官界生活を活かして林業技術面を國良に彦透させ林業の發展向上に努力いたす鍵語でお
りますので、將來共御支援御協力を御願いする次第であ､ります。
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林 野鵬長官横川信夫

この度はからずも林野聴長官を命ぜられましたが、時怜兆林政上の一大鱒磯に隙欝しその責
任の重大さを痛感いたして居ります。

礎に－づL五○銅ま日本の歴史に一線を劃すぺき年でありまして、剃錐に於ても先譲各位が今
日迄築いて誰た基礎の上に飛躍化を剛らなければならをい時であります。

御承知の嫌に經濟の再建、國民生活の安定向上を闘烏ためには、日本の山野を維衣で蔽い、
災密のな唾住みよい瑛境を先ずつぐり併せて森林復興を闘っていかなければなりません。之ば
現在最も緊蕊な鰈題でありまして､治山治水及び賛源利用の面に於て脇係各方面と緊密な連繋
の下に綜合化を促進し投1蓑本の敷率的利用を岡り、森林の持つ國土保安護能を鐙高度に發揮
すると共に林業の振興を園りたいと考久ております。

更に叉就業に於ては従来經濟權造や、産業の地帯熊迩とその生産力配分というものを基礎に
して林業經誉を行って來たとは必ずしもいえませんし、叉森林の利用形態を見ましても幾多是
正を必要とするものがありまして、今日こそ綜合的な森林生産計躍を樹立出來る様な基盤を確
立すべき新しい段階に到達,して居ると言えませう。

この様な見地から國有林、民有林を漣じて綜合的な森林經誉計鐙を樹立し、林業の飛躍的な
發展を園るために、森林法を改正し、狼力に之を推進していく態勢を確立したいと考えており
ます。

この他緊急に解決しなければならない重要な問題が多為ありますが、何れにしても林業の問
題は、潮こ林業技術者ばかりでなく、匿い頑野に立って國民大衆と共にその解決職を求めて行
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かねぼなりません。
、

今後關係方面の緊密な御協力と御麦援とをいた鱒き、 日本林業技術協會曾員の皆様と共に目 ｌ
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一記念講演（力揃橋支部總會） …”、噂溌侭畠須一

林業技術から観た治山
I

鴬潟誉警部畢伊藤武夫
I

…蓉唆宅諦確1厩通………霊…畷……… …錘越…部 …
ー

此度林業技術協會前橋支部の總會に於き寵して多製の皆然るところ此度の事鍵及び戦零は長期に亘りました爲め

嫌に講演を致す機會を得ましたことは私の光榮とする虚で既に戦時中から各地に深刻な氷害が頻蕊雄りましたが、
あります。戦後に於き注しても昭和22年に於ける利根川の大洪水の

群馬縣及び栃木縣は利根川の上流流域を占めてをります如きほ我が國水害史上に特筆せらるべきものであったので

灘鑿蕊鰯鷲獺讓艫驚"℃鯵，篭す。次に黄河の治水工事は前にも申しました這り、四千年の
従来我國に於き霞しては災害毎に治水事業の中心が灘ﾉMr昔に始められたのでありますが、それは北支大平野を疏れ
と移り鍵つた感があります｡例えば大正'2年の關東犬震る下流の部分の堤防工事に過ぎず､決して治山という根本
災直後に於きましてはその中心は瀞奈j1.1にあり、叉昭和13的の方策は考えられなかったのであります。

年の跡戸地方の水害の置後に於きましてはその中心は兵庫これを利樹ilに例を引いて見葦すと關東地方は近畿地方
縣に移り、更に最近の昭緬22年の利根川の大水害の直後に比ぺて剰上の進歩に遅れた地方でありますが、それでも

に於きましてその中心は群馬鵬こ移った感があり誉す。利恨川の治水工事の沿革は甚だ古く、約千二百年の昔に遡

・然るに祁奈川縣に於ける早川や酒匂川及び兵庫縣に於けるのであります言。けれども水害防止の方浅としては黄河と

る武庫川や住吉川などに比ぺて利恨川は我國屈指の大河川同溌に下流叉は中流の部分の堤防工事或は改修工事の範園

であり、その流域は森馬、栃木、埼玉、千葉、茨域の各縣に止まり、砂防工事としてはようやく大正5年になって鬼
に亘り而も姪<に帝都東京を控えてをります關係からその怒川流域に施されたのが最初であるに識ぎません。

治水事業は篭だ霞要でありますので此の群馬縣に移った感黄河と雛も治山という根本的の方策によれば治水の目的
のある我が函治水事業の中心は今後容易に塗るべきものでの達成は決して不可能ではないが、そうでなかった爲に支

那に於ては百年河清を待つ．と申して一生の間河の水の情茨ないと考えます。

この利根川を世界的に有名な北支那の黄河と比較して見ろのは見られないと慨いているのであり葦す。
ますと篭だ興球あることが知られます。 治水は治山に在りと申すことは確固不動の原則であり，

御承知の通り黄河の水害繊甚だ有名でありまして、その利樹1l水源山地が治水上負うぺき責任は甚だ重大でありま
治水工事は今から約三千年の昔尭舜の時代に始まり、その す。

申すまでもなく治山ということほ山地の森林の保綴を圖治水の功によって舜が尭から天子の位を謹られたと云われ

るほど支那歴代の名君ともいわれる天子は必ず黄河の治氷．り､.更に林相の改善を行い、或は未立木地に植株を行って
を最も重要な國策としたのでありますが、筒ほ歴史に徴し森林の水源酒養及び土砂汗止の機能を完分に發揮させると
まずれば．黄河の記録的な大きな氾濫は何時も風世の時代とを意味するものと考えます。
或はその直後に起ってをります。－このため迩來一般民衆に植林の必要及び森林愛謹の思想
これを我鬮に例を引いて見ますと、明治27.8年の日蒲を鼓吹する運動の行われてをりますことは誠に喜ぶべきこ
職箏の直後山林荒溌のため明治29年から邸に各地に水害とでありますが私は林龍陸施家の皆溌に對して或は鐸迦に
が起り、これが馬め明治30年に初めて森林法が制定され説法かも知れませんが､更に進んで山そのものL愛護､即
治水上重要な山林を保安林に編入することになり、叉明治沿山の土の愛護ということを、お願い致したいのでありま
37．8年の日露戦争の直後明治39年からも全國的に深刻なす｡

水害力萢りましたので農林省に於きましては鴬時としては申す迄もなく山の土は林木生育の根本をなすものであり
莫大な謹算を計上して､'8ケ年籠綴の第1期治水事業の計まして､而も山迦こ於ては土の層の窪ぃ場合も少くない上I
鑑を樹てたのであり室す。に、平地と違って傾斜面に於て土は催だ不安定な状態に置
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前橘支部記念講演ー伊藤：林業技術から観た治山

かれ、只摩擦力、凝集力の外に植物の根で縛られ、落葉な

どの地被物で認われて安定を保っているに過ぎないもので

あります。

而もこの山の土は他から運ばれて來て積もっているもの

でない限り､山を椛成する岩石の風化によって出來たもの
●

であります。然るに岩石の剛上というものは早急に進むも

のでほなく、その穂類によって租遼がありますが、僅かに

一寸の厚さの土でもこれが岩石の剛とによって出來る篇に

IX300年乃至1000年もか上るといわれてをりますから山

腹で表土が露出している鰯こ雨の隊るとき地中に鯵み込み

きｵしな､､で地表を流れる氷即ち地表流によって土が'ずの

厚さだけ侵蝕されましたならば、その山腹ほ生産刀に於て

zF均して6,700年も後戻りしたことになり章すので特に表

土の浅い場合には大きな損失になるのであります。

アメリカで土鯉の侵蝕による國土の荒塵を招くに至った ノ

のは主として西暦1776年アメリカ合衆國が建設されてか

ら以後のことでありまして、獣洲各國から鶴々と移住民が

入り込零、森林を焼沸つたり、濫伐したりして土地を開墾

して農業を經誉し、土地力轄せると、それを放って他に移

住して同じことを繰返した爲め先程申しました地表流や風

の侵蝕作用によって肥えた表土が失われて辮地となったの

であり童して，その面穣は農地及び未墾地面積の75％を L

占め、アメリカ合衆國の至面機（7億8千4百爵ヘクター

ル）の半ば以上〔4億3干蔑ヘクタール）に達し、風の害

によるものだけでも全面積の三分の一に達しているという

ことであります｡

このように風による侵蝕作用も聴く頑ることのできない

ものでありまして、アメリカ合衆國の中部に雨量の雀だ少

ない、カンザス、コロラド、ニューメキシコ、オクラハマ

等の州がありますが、これらの地方に1934年3月に珍ら

しい大風のため砂塵が空中雁舞い上がり、天日篇に暗しと

いうような有識を呈し、それが大西洋岸まで風に錘られ、

地面に降って隈<欲り、農作物を埋めたり、塀垣の一部を

埋めたということであります。

この黙から見まして關東ロームとい5輕い土からできて

いる關東ZF野に防風林の必要なことが考えられま掘

このようにアメリカ合衆國で雨水及び風の侵蝕作用によ

って失われた土の中には営然肥料分が含まれている鐸ごあ

り鴎すが燐、加里、窒素等の所謂金肥の量だけでも4千3百

蔑噸に達し、この獄はアメリカで年糞用いる金肥の鉱の約

60倍で、値段にして9百億弗に達するということでありま

す｡Ⅷ

このように侵蝕作用の害が進んだ爲め流石に魔いアメリ
l

力の國土も既に國丙の移住はできなくなり、其上各戸所有

の農地の荒溌は次第に進み談に行き詰った状態にあると

－（3

のこゃであります。
このような事傭でありますので、アメリカでは士謹の保

護〔ソイル・コンサーペーシヨシ）は國家的大問題として

取上げられ、防止策が識じられつLありまして、小皐兇巍

に對しても認識茜深めるような教育方針がどられてをりま

す。

我國ではこのような問題はあまり重要頑されてをり雀せ

んが、アメリカからこの方面の専門家が日本に派遥されて

登り、先年新潟にも参り議したが、日本では風のために年

盈吹き去られる土の没は如何ほどでああかと間わILて私は

返答に窮したのでありますo

知らないから害がないということはなく、知らず知らず

の間に計り知れない害を被っていること謬認識しなければ

なりません。

ア父リカでこのように侵蝕昨用によ愚被害をよく調査す

ると共に防止策に力めてをりますことは私共に大きな暗示

を與えてくれるのであり童す。

、ご承知の通り林業に關す乙學間は甚だ歴い瀧園に亘つて
をりまして、砂防工學即ち治山治水に開する犀問もその中

に含まれてをり議すが各官聴に於き童して砂防技術という

ものは林業技術のうち最も特殊なものLように考えられ、

随って他の業務に従事する方友腫夫だの事業を資行した後

で山が如何に荒れるかというようなことには比較的無關心

であって、若し荒れたら砂防の係りが何んとかするだろう

位に思っていら湿る方慰が無きにしもあらずでありますb

なるほど砂防技術そのものは林業技術として特殊なもの

であるかも知れ霞せんが、等しく林業鋤『者であります限

り一様に山を愛する心懸けが必要であります。

雨が降って河川の水漉が増ずとき或は供ｿkの際に濁った

水が流れるのを見る毎に、山の肥えた土が侵蝕されて流さ
れるのだと大に惜しく思う心懸がなけll二ぱならんと思うの

であります。僅かながら例を學げて申しますならば、伐木

を行っ筵所謂未落しの方法で木材を滑り落した場合に地被

を害しましたならば手入れをして元通り地面を被うて履く
口

とか叉林道を霊けましたならば擁水をよくして後に山崩の

原因とならないよう細心の注意を錦うことが望ましいので

あります。

次に砂防技術の側に就て申し議すならば、侵蝕防止とい

うことがその役目の大部分であるとさえ考えられるのであ

りまして、砂防工事の主なる工作物として溌銃に霊けられ

る石埖雛は普通には砂礫を留めるために設けられるように

考えられてをり萱すが､決してそうで厳く‘､特殊な場合は
別として石堰堤の第一の目的が溪流の侵蝕防止にあること

は外國のどの専門書にも明かに記してありますb

このように砂防技術に於て侵蝕の防止とL､うこと億甚だ

) 一一、
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前橋支部記念講演－伊藤：林業披術から観た治山
一令一

－

大切厳ととでありまう-が、その方法は申す迄もなく土地の

荒溌の程度によつ､て溌煮ででありまして、韻に地表が露鍋

しているという程度でありましたならば只の植栽だけで足

るような場合もあり、更に荒溌が進んでいる場合炉は山腹
に法切を行って山腹工事を施として植栽を行う．のでありま
-3-．

叉侵蝕作用によって雨の降るとき地表水が多避に集護っ

て流れるような水路即ち雨裂を生じた場合や、小さな渓流

或は大きな渓流でもその上流の部分では編柵のような費用

のか上らない簡騨な工作物でその勾配を緩やかにして侵蝕

竹相を防ぐ．ことができ童すが、大きな溪流の中流や下流で

は縮胆ろ水の量も多くなり童すから多額の登用を要する丈

夫な石堰堤を設胱ることも己むを得ません。

要まるに山地の荒溌もその初期のものほど簡箪に修理す
恥

ることができ寵すが､放つ私亡置いて荒溌力薙むほど受用を

多く要する石や混凝土の工作物を必要とするようになるの

でありまして騨私共人間の健康と同じように、病氣も輕い

うちであれば只靜義する程麦廼回復しますが、放って置い

て重くなるほど直りにく上なって詮には大手術を必要とし

而も病氣は直っても活動が衰えるのと同じであります。

然るに從來の砂防工事特に山地砂防に於きまして、初期

の荒溌地は放って種いて、これが庇くなって筈が大きくな

るのを待って始めて工事蒄施こす傾向がなきにしもあらず

でありましたが、これば甚だ大きな誤りであるまして、荒

睦地はできるだけ初期に簡単な工作物で傷蘆するとと力窪

ましいのであります。

然るに私がこれまで頑察しました砂防工事には催だ初期

に属する荒溌地或ほ荒駿溪流に對して、態点遠方から万を

運んで必要以上に多額の費用を要する工作物の施されたも

のが往盈あったのでありますが、こういうことの爲に我國

の治山事業の能率を低く・したことは決して少くないと存じ

ます。

かつて戦時中セメントの供給の態だ少かつた営時、山林

局から石やセメン1､をを使わない謂は瞳代用となる垂作物

に就て御相談のあり議したとき､､私は次のように卒直に申

し發した豊即ち戦前にセァントの供給が如何に蝋かであっ

たからとて無駄に使うべきではなかったのであり、叉如何

に賃銀が安かったとて徒らに手倣のか上るエ作物を用うぺ

誉ではなかったのである｡砂防工にも適材適所ということ

が必要であって、これは戦前であろうと、戦時中であろう

と、戦後であろうと、一定不鍵の原則･唾ある。然るに我國
／

ではこれまで山地砂防隠關する限り、工作物の筏澤に過ぎ

た感溌ありましたから、物黄鉄乏の今日この習憤を改めて

髄<必要があると申したのでありますb

又これも戦時中のことでありましたが、治山治水協曾の

一一（4

主催で東北各縣のブロック會議を催されたことがありまし

て，各縣の民間の代表が夫友自分の縣の浩山砂永に開する

意見や霜望を述べられたとき或る縣の代表が、『私の縣で

は毎年荒應池の復爾工事をやって頂いているが後から後か

らと新しL荒陵地が雷きて念寧ろ荒溌地の面積は増すばか

りであるｶﾐ燈これは何とかならないものだろうか」と申さ

れました。

これは誠にご尤もなことでありまして、その縣だけの問

題でなく、日本全魁から見ましても此のよ5な)伏態に霞か

れているのではないかと案じられるのであります。

それについて私は「これ迄の我國の砂防工事腱は無駄が

多かったから、最少の工費を以て最大の敷果を蕊げるよう

に力めれば先程或る縣の代表の申された困難を克服するご

とができませう」と申し寮した。

治水のため治山事業を必要とするよう．な山には比較的初

期に蹄する荒慶池や弗駿溪流が多い筈であり童すので、よ

く礎池の状況を観察して成る,ぺく編柵工、粗朶伏工、或は

木堰堤の型うに手近かに得られる植物性の材料を以てする

經演的な工作物を用いて三E事の能率を高めるぺきだと存じ

ます。

筒こ上で更に御参毒に申し上げて侭きたいことは侵蝕作

用の防止ほ決して見懸けだけの森林では目的が達せられな

いことであります。

これは愛知縣や岡山縣などの荒溌地に山腹工事の助けに

よって造成された森林に見られるものでありまして、私は

成綴のよい箇所を覗察致し霞したが､椛職された、マツ、

ハンノキ．ヤシヤブシなどが軍純林としてよく成長して居

っても、林丙に入って見る.と稚鍛された樹の外には瀧I<類

や草木林は勿論瀧熊さえもなく、地面は全裸でありますか

ら、一度伐採する齢山は元の裸山となることが明かであり

まして、折角造成された森隊も直接經濟的債値がない上に

地面には地表水が集まって銅Lるために出来た小さな水路

が一面に出来ているのを見蓑したが、これは林が蝿調赫で

あって、それ以上1超地被物のない場合に森林は侵蝕作用諸

防ぐ．效果のないことを識明するものであり蓑す。

それはどういう課かと崩しますと、雨の降るときこのよ

うな森林では地表を獺叱る水は林木の根元に妨げられて、

それを除けて流れるために、除けて流れる水が瓦に一しよ

になって分對が塒し、そのために流れる勢も識くなって表

土を侵蝕することになるのでありまして、その際落葉も溌

然流し去られるのであり童す。

このように森林の朕態力轤ければ雨の降るときの侵蝕作

用は全山腹に起りうるのでめりまずから、少くとも林丙の
U

落葉などの地被物を保護することが必要であり、叉山腹工

事の助けによって荒溌池に#饒職-るに鴬つては汎ゆ愚地被

)－
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前橋支部記念講演－伊藤：林業技術から観た治山

物を作り且つこれを保謹するに力めなければな-らないと思

います。。

次に山崩に就て簡単に申し上げますと、山崩というもの

は浸蝕作用のように山腹のどこにも起りうるという増ので

はなく､御承知の通り局部的に起るものではあり童すが、
槌だ恐るべきものであることは申す迄贈ありません。

山崩の原因はざっと20ほどありまして、その中には山

の地質捲篭とか､岩おの性質とか､蕊風雨などのように人

間の力で何んともすることの出來ない原因もあり、叉溌伐

開墾或は林道を設けるような場合の人間の不注意な仕業に

よる原因もあり、叉排水力謡いとか卿溪流莎侵蝕されて底

が深くなるというような原因のよりに自然的ではあるが人

力によって左右できる原因もありますが、大きな山崩ほど

その原因力種維となり寮して中には七つか八つかの原因が

綜合して起るものもあり、斯る山崩こそほ誠に止むに止ま

れず起るのであります。

このような場合に若しその．うち一つ或は二つの原因でも

加わらなかったならば､その山崩(錨らなかったかも知れ
知いことが考えられますも

・鮒って若し慣りに崩れ落ちた土に口があって物を言わせ

て見たならば何んと云うでありましよう･か、例えば「私は

蜜は崩れ落ちたくはなかったので一生懸命に頑張ったので

すが、排水が悪かったので水を澤山に吸って目方が増し、

その上犀擦も減って耐え切れないでとうとう造り落ちて了

い童した」というようなことを云うに蓮いないと思います

慨って森林の經醤に最善の注意を桃う外、ご承知の邇り

近頃末墾地の開拓が感んに計喪されつ上あるような際に無

理な開墾は避けるとか、排水をよくするとかも深くなった

漢流の底を高あるというよ･うな出来る限りの注意を郷っ

て、出來る限り山崩を未然に防ぐ．ことが望童しいので参り

ますo

更に終りに一言附け加えて申し上げたいことば、以上申

しましたような治山の技術によって水害を除きうるかと申

し寮すと決してそうではなく、ご承知の通り我國は蕊風の

邇路に富ってを’まして年盈張烈罐風雨を受け雪すのに

地勢は概して急峻であり旦鋪馬縣は代表的であり寮すが

火山が多くて地擬が脆弱な上に戦時中過伐を重ねて参りま

したので、こLから如何に植林に力め又如何に治山事業に

力めましても今後水壱を緩和することは出来主せうが、前

に申しましたような理由から自然的の條件から見て我國で

は絶對.に水害を防ぎうると断言することは出來ません。

然らば碕一儲安全に水害を除きうるよう臓方法ほないも
のかと申し室すと、決して無いことはなく、大に有るので

ありますb

然らばそれは何かと申しますと、貯水堰溌がこれでありま

す。

元來治水ということば大雨が降り織莚も害を及ぼすほ

どの洪水が起らず叉如何に日照り力顎いても水力發砺や潅

祇用水に不足を來ずことのないようにすることを意味する

のでありまして水源山地の森林は侵蝕作用の防止即ち土砂

才f止の外に水源洞義或は流量調節の機能を持っているの:燈

あり童すが､更に貯水堰溌は大雨の際に流れ出て、水害を

起すような餘分の水を貯えで日照りが綴いて水に不足した

ときに流して利用するに役立つものであります。

価ってその貯水量の多いことが塾議しいのでありますが

除り下流に設け堂すと貴重な平地を擬牲にする不利が伴い

ますから利根川のまうに多蝋の支瀧のあるものではその各

の支流に就て適鴬な地形の箇所を選んで比較的小さくとも

多数の貯水堰堤を設ける方が望ましいと思われるのであり

ます．

この貯水堰聡の効果を蕊げるには、その後に土砂のたま

らないことを前提條件としますから貯水堰堤は水源山地の

治山事業と相俟って始めて效果を蕊げるも‘のであり叢詑

価って今後大にこの方法を収入れまして大雨の際にも洪

水の起るのを防いで人命の危害を除き雲すと共に、その有

害な水を却って有数に農地の瀧慨や、今後我國に於て是非

とも發展せしめなければならない各種工業の源動力たる水

力發電用に供しぎして眞に製かな文化國家日本を建設する

ことは吾凌林業按購者に課せられた重大なる任務であると

存ずる次龍でありますo(経》

野
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な悪趣朱として、下宿の婆さんさ

錐て‐捌卿言溌…識""自
由な生活に對する理解のある國民

であ‘る。從來の皆伐作業は単なる

慈女 搾取の階段に過ぎない。森林を謂

，ぱ一つの操典によって取扱ひ林木

を或る型に押し込まふとする人間の試に對して森林は大同

盟罷業､地味の減退及破滅的な災厄を以て報復して来るの

が當然で、斯る林分が最近非備に増加したと云ふ事に就て

は其國民性から特に明瞭に其依って來る理由を理解認識す

る事が出來た。恐ろしい森林の破滅と云ふ噸から免れる爲

めに彼等には天然更新､樹種の混渚、立地状態への適合と

云ふ事等で、其回復手段及防禦方法に就て更に一暦考慮し

なければならない。假に劃伐作業の議な仕事が皆伐作業に

比べて困難な施業であるとしても、林木の自主性を尊重す

る爲めには敢て行わなければならない。醤面の收支にのみ

拘泥して森*衝く遠の發達を犠牲にしてはならないと云ふ理

論が其人生観からよく趣解されて、林業的にも宗教改革の

様な思想がかもされた。従って前記K・Gayer氏の劃伐論

が濁逸では-一般人から受け容れられなかったのに關せず、

スイスでは非職な職迩を受けたのであって、二十世紀の初

頭からArnoldEngIfrj亙.BiolleyjB.Balgiger,W.SCI亜一

eddin,H.KnuCliel,H・BadauxyFlury等諸塗昔の賛成

する虚となり、特にB.BalSiger氏はユ909年7月誠のス

イ式林業時報誌上で「単木か林分か」と云ふ題下で「各種

Iの樹種及齢級から成る混渚林分は自主的發逹により形成せ
ら秘た國家の如きものであるo｣と論じて居る。今迄全伐施

業の理想を長年追求して空しく年老ひた熟練家すら強薦す

る魔なく此の説に賛同した。青年の如く溌刺とした心と錘

り無無き眼を持ち鐙けて居る人糞ば老年でも若年でも從來

の印刷された書籍の中の鯉威に對する信頼を次第に失ひ、

自然と云ふ蜜物に依り直接森林其物の生活形態から自分の

智識を求めんとする様になった｡A・恥gler氏は劃伐作業

法から如何に容易に眞のEemelung及びHenterungに導

き得るかと云ふ證擬はフランス，スイス各地の賓例を見て

も決して些くない。現在筒全伐作業の行われて居る多激の

丘陵林及びzIs地林に於ても將來施業法が欧良され集約化さ

れた場合には必ず澤伐林型となる可きであると云って居

る。この澤伐作業論はフランスのBroillard氏GurnaU1

氏等にも狼い刺戟を與へて「揮伐林型は単なる陰影でな

く、達成す可<努力す可き理想の目標で、先づ第一歩とし

て試みんと．ずるの力逢伐喬林作業から劃伐作業への移行で

あり、劃伐林作業からのみ虞の鐸伐作業が直接に霊展する

のであるo｣と説いて居る。而し是等澤伐論者の中でもB.

恥聴ger氏の如きは澤伐fI鍵は最も優れた林木の自由を錘

澤伐作業に就

田中波

鐸伐とか劉伐とか云ふ文字は古くから燭迩邊りで使われ

た文字であるが、而し僅際問題として其賞施に就での論誤

が張く叫ばれたのは十Ij世紀の末葉皿圃nohen大學教授

K.Gar鉦氏の唱道した「劃伐作業論』に始まる。元來森

林の溝成侭異齢､不濟である可きもので、今迄行われた全

伐施業林に對しては或る程度の自由な活動の除地を尊重し

なければならない。この自然への復歸ほ立地に適合した樹

種の選澤と混蒲､上層間伐、天然更隷受光生長，枝下空

間の完全なる利用等種盈な形として表わされる可きで、従

来面積的に整頓された全伐作業の範園に常恢め綴とする細

ての努力は伐採線の幾何學的な珍妙な遊戯に過ぎない。全

伐作業は曾ての百姓の草刈場からもたされた面穣的な刈坂

りと同一原理である。人間の意志を自然力の上位に置かん

とするもので、森林本來の活動と生長とを自己の意志の礎

に仕様とする人間の我利的、専制的感念に過ぎないと云ふ

溌な議論が主張されたのである。而し是のGayer氏の説

､は常時筒民衆の封建思想が旺盛で瀞‘､思想に固まった濁、
塊地方では一般に受け入れられなかった。

虚が隣邦スイス國は其國異性が極めて自主性に富んで居

って民主主義的思想から領主に對し一命を賭して反菰した

Wilhermm副1の様な人物や、自由意志尊重の意味での宗

激改革をやった瓢artinLutherの溌な人物も出た位であ

る。ローマ法王の如きもl.スイス人に對しては彼等が善用

しようと悪用し綴と彼等の意の侭にさしてやらなければな

らない｡ｽｲｽ人には何事を狐し付け厳としても夫れは不

可能である。｣と云った位で自主に對するスイス人の欲求は

他の國迂の國民性と比較にならぬ程狼烈だった。彼等が林

木の自由な生活に對する思ひやりも従って弧く、更に亦ス

イス人は鐵這従業員の濠な林業と直接闘係のなV､人為迄其

賦宅の屋読をモミ、トウヒ、ナラ等と林木の名謎付けて喜

んて居る程で強い自主的性格を持つと共に亦エく自然を愛

し自然に親む性絡を持って居た｡丁度日本で彼の人はクリ
スチャンだと云ふと何だか善人雷あると云ふ溌な意味に響

く如く、彼等の間ではあの人はNattirlieber(自然愛好

者）であると云ふと露敬の感念を以て世人から老へられる

牒な性柊の持主であるので、彼等ば日本人が盆絞と講して

植物を極度に虐待し筒形ならしめて喜んぞ居る趣味を非儲

＝

『
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（箪者）林業經濟研究所員・東京農業大躍識師
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薗中：澤伐作業に就て 一

是等樺伐論賛否雨群の人糞を通質して見ると賛成論者に

ほ教授連や指導者等で著書や諭交を盛に書いて日本によく

知られた人等が多く、否認論者は概して寶地家とか北欧學
汲の森林生態學者で除り書かないから従って日本にも魔く
知られて居なL,人等が多いと云泌事臓揮伐論を劉勤する上
に大に考へて置かなければならない事柄である。
スイスと云ふ園は北緯4",,50Jから“｡､47ノの間に在っ

て丁度樺太の南半と略同じ位の位腫にあり寸年平均温度は
場所に依って蓮ふが8.2･C乃至11.8.C位の温かさで空中

泓氣の紗いからりとした塞氣で年降水鐙は所に依り2,000
1,m乃至2,432mmで最も降水鐘の妙い所は556mm位し

か降らない。モミ、トウヒ、ブナ等が主林木として取扱わ

れ、國の全面積は4,129,83511aで州の面溌と略を同じ位

で、人口約388.|蔑人1km2に對し94人の割で、農業及牧

畜に使用する面積2j228,14811a(546%森林面積974,79XIna
（23.6％）アルプスの岩石地其他の除地が926,897“(22.4
％）である。概略的に見て日本の水田に相當する地形の虚
が敷物畑や牧草地で日本の畑地に相雷する虚が供用林で、
日本の森林地帯は保安林となり日本の保安林に相鴬する様
な地籍が除地であると考へれば、略禽其土地の利用し方が
想椴出來ると恩ふ°森林の所有關係は國有林雑587”“、

6％）町村林及び公共組合林657挫6CIna(6765%･)私観*
272,744ha(2799%)で國内は52ケの州(Kanto璽)に別れ
て、各,閏r自治鐙を爲して居る。國有、町村有、公共組合有
林は各州の林務官が直接管理し施業して立木麗分迄の仕事
をして居るが、日本の厳に伐木、蓮材､製材は林務官がや

らないで凡て民間業者にやらせて居る°私有林に對しては

其の朧擬と伐採木の撰定とを林務官が行って居る。1850年
頃迄は一般に播種に依り更新して来たが其後漸次人工栽辮
が擬勢となり特に'､ウヒ、マツの皆喬が到る所に行われ20
世紀の初期迄はトウヒ、マツの皆喬全盛であった。叉ﾕF坦

地では前作に馬鈴薯を作っては人工植栽をやった結果､地

力減退し初め、虫菌害を誘致し、皮溌け、暴風、雪害等を

招来し､林篝議場の認査に依ればﾄｳﾋば鐸後20乃
至30年位で心腐病(BOtfMu'le)にか上るものが約76%

に噛ると云れて居る。

森林の儲態が斯く装逼して來たのと．前記の溌に國民ぶ
徹底して自主的であり、森林に對する親みと理解が弧いの
で林木の生活に對する思びやりが深く、皆喬の様に林木を
人間の専制下に置て搾取する事の不可なる事がよく了解さ

れたので、1902年の森林法及び1923年同法改正の詰果供
用林、保安林を問わず、國丙森林の全部、私有林迄を含め

て謡林作業級の皆伐を原則としで禁止し、唯だ所属鶴林署
で許可Lた場合のみ皆伐を行ふ噸を得る様にして繕った。
尚更新も原則として天然更新に依り只未立木池の謝派、補

7〕一

重した作業ではあるが、然し樹種と立地に依っては是を寶
現する事が困難で、山岳林やモミ林の場合にの蕊是が最良
の作築となるのであると云ふ嫌な説を“4年發行の瞬

伐作誰諭」で説いて彼はBiolley氏のKontrollMethode

を拒否して居る。是と反對に畑u､誉林署長のW.Ammon

氏の如きは徹底的檸伐蔑能論者で、樺伐林型のみが唯一の
正しい合理的な叉經濟的にも最も有利な作業形式であると

主張し彼が三十年間の長きに亘りE.mmentalに於て澤伐
林を取扱った經騒から情熱的に如何なる林木でも如何なる
土地でも鐸伐林型が達成されると云ふ事を主張して1937年
｢DaSPlenterprinZipinde】SchweiZeriS(M'cForSWirtSclf

aft」と云ふ論文詮書て居る。

以上スイスの鐸伐諭賛成者の重なも,のを拾って見たが、

同じスイス國丙でも林業試鹸揚のDX.Burger技師に依れ

ば､原生林と云ふものは決して樺伐鯉を呈して居らない。
寧ろ可なり同齢の林木で鯛来て居って、異齢林も或る一定
の齢繼に入る林水のみで出来て居息のである。世界各國の
林相を見ても原生林が澤伐林型を馬して居ると云ふ事は賞
地を見れば多くの異論があると説いて居る。叉Dr.K.
Rubn,唾氏は1925年腰「造林の植物地理學的根擬」なる著

醤で高山地方に於ては一整同齢の林（二字I蝉以南の年齢差
を認める）の近くに澤伐林型が存在して居る事はあるが、
夫れは特殊の地形で､稚樹の生長ををぴやかす如き危険が
なく母樹の年齢が相営高くなって結蜜年度が屡糞来る嫌な
所でこの蝉伐林型が時‘として表われるのである。大患バイ
エルン地方の原生林では1,000m以下は二段叉は二段林
1,000乃至1,250mの虚が其移り鍵りで1,25Cm以上が

鐸伐林型である。是等の事礎から考へて鐸伐林型ほ荒い気
候の場合、及峯筋の嫌な土地の乾燥し地表室氣層の移勅が
激しい綴な士地には成り立つが、普通施業林に是を作愚事
は不可能であると言わなければならないと説て居る。更に

Tsoherwak氏其他の學者等は森林は妙く共其生活の後半は

一整同齢に近い林木で出來て居て水平的に欝閉した樹冠層
から成り立って居り乍ら尚且つ生活力を完釜に持綴して居
るのを見れば，鐸伐林型に導くと云ふ今日の學読は決して
遥林上の幸禰を持ち來すゆではない｡現今人工を加へた
天然生林で種糞論議が行われて居るが、是等論者に共通し
た峡鮎は何ｵLも天然生林の‘自然の型態を無覗し忘れて居ろ
と云ふ事であると謡く蜜Dr.K.Rubuer氏の説ほ正しいと

云わなければならんと主張して居る。其外AmerigoHo,-

ffmann氏（氏は日本に大學の誰師として招かれ日本の森

林を見て居る人でAuSdenWa1dUngendeSfem"OSmnS

ユ913年箸に於て>、Dienu秘氏.Gressser氏,G"hardt氏，

IgaulunSc皿説ge驚氏，パーデ醤林局長X.Phillip氏等は欧

洲各地の森林を見て揮伐林型の存在を否認して居渇。
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田 中：澤伐作業に就て
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植,裸地や雑草地新植の場合菱け人工植栽による事とし、

例へ私有林で職木'二榛とする場合に臓所騨織休暑へ届け
出-厘伐捌”撰定は署長又は署員が蜜行す愚事になって居
る。然し流石に揮伐論の旧罐なスイスでも凡ての喬休に純

粋の鋼鮒錐が蜜施出来るとは考へて居らず、震際には場
所に依ってはHenterBetriebを行ってる魔もあるが
FemeIschlllgbBlenderSmxm-sc]]1ag,Schilm-SClllagBehieb

が可なり炭〈没施されて居って純粋の鐸伐材型の林相は極
めて妙い･

是に對し日本の鐸伐作業の經過な見ると、日本でも古く

から鯉伐とか捌伐に關子る記蕊はあって、能登のア禿林、
京都の北山丸太林,吉野の北村林業等では所謂茄子伐りで
鐸伐作業に類似して居るが、只利用のM球ない中經級以下
の間伐を行わない施業が行われて居るし､其後岐阜縣籟
村ではマツ、ザツの間へスギの大苗を植へて鐸伐作業に似
た事をやって居るが、其外の私有林では只大經木を撰び伐
りすると云ふ丈けで純粋の鐸伐作業は行われて居なかっ
たQ図有林では大正六年(1917年）に津輕牛島のﾋ゚ ｯ堀に

,對し寺崎鮴士が鐸伐試験地を設定し薄のが學間的に鐡施さ
れた最初のものの嫌である。夫れ迄溌極下北のヒバ林には
前更作業が蜜施さ41,冠居たが、時た童たま暴風に襲われて

ヒバ林の風倒にかふるものが多かったの看是を澤伐作業に

改めなければならんと尋ふ主張が起って來たのである。夫

れに引き脚､て山口縣の滑山國有林だの画國、九州のヒノ

キ、モミ、ツガ、スギの天然生林に鐸伐試織地が綾友と設

定され聴其頃撰伐作業を理解しないものには林業技術者の
養絡はないと云われた程澤伐熱が盛になった嘩御料林でも
和田圃次郎氏と泰職渡氏との間に可なり論争があった嫌だ

けれ共、結局木曾の御料林もヒノキ、サワラ天然林に鹿く

鐸侭作業を採用する事になって総つた橡である｡而L斯る
現製(まスイスのそれと建って、國民の自主性や課宋に對す‐
る理解から起った思想ではなく､て､外に其依って来る原因
があったのである･

大正-f五年(1925年)澤伐や間伐の渡際を頑察して來いと

茜ふ命令を愛けた筆者は、先づ営時職も擦伐論旺盛だった

スイスへ行って聯邦産業大學林學科經理學のKnudha"

撞や､造林學のW.S(fxZedelin識擾に種を教わってEidley

氏の指懇した有名なCouVet町有林を見に行ったが､賓際
の林相は識L迄の想像も著しく遮って、局部的には鐸伐林

型と見られる部分もあるにはあるが、大部分がモミの一整

林で、夫が弧く間伐されて下木にブナの稚樹が生へて居る

と云ふ林相で.､行けども行けども淡い腫域懇単層林なので

案丙して呉れた誉林署長に是の林相がBiOl1ey氏の云ふ溌
な鍵伐林型になるのは何年の後なのかと思わず愚問を霊し

たら、騒長は苦笑して居って、只ブナが發生して来たから

更新は確責であると云ふ返聯をしたに過ぎなかった｡其後
陣山茂樹氏も同地を訪れて榊月を背景にして乃iOlley氏や

赫學皐生の篇眞を撮って來られたが、其篇眞はFemelung

の林相で画enterung･の林相ではない。それから亦Bem
州Opp]igenの睡副iWaldが其時より約六十年以前から鐸

伐作梁を震施して、是もBiO1ley氏の指導したものだと云

ふ事で有名な鐸伐林を見に行った。是の林相の一部はB.

Balsig忌正氏の著書「澤伐林と其現代的意義」の口繍に出て

居るが、夫の意眞は林縁を側方の牧草畑から撮影したもの
で、よく見ると林縁にある道路の甑柱が罵って居るのでも

解るが、成る鐵求識十米位は側方光線がよく照射するので
撰伐林型を馬して居るが、其内部へ雌易墨むと疎開したモ

ミの枝張の張ぃ大木ガ種めて疎な立木鹿に立って居る丈け

で小中經級木は非常に妙く、少しも澤伐林型を呈して居な

かった。案内した人が之は醜endex=sftnmRIente'EG腿副gだ

なんて皮肉を云って居た。其外一ケ年餘りスイス國内の林
業地を彼嘘此庭見て歩いたが、雑誌や著書に出て來る鴬眞
の繊な澤伐林型を爲してる塵も局部的にほ少しづムあるに
は在ったが、大繼に於て可なり隣し種域に亘り小面種宛

Blend,啄鋤unj-s"agの蛮行されて居る塵力碆く、其麗では

天然更新が非常によく行われて居ったのである。林業試醗
場のDr､Burger氏の意見を聞くとモミやトウヒの一齊林
を弧〈間伐して（蜜地を見るとB種間伐より稽汽狸程度）

其下へブナが發生し、一應樹感の交代をやらなければ再び
モミやトウヒは出て來ない。或はBIendeIsaum-sdJI蛎を

やって土地に適當な日光照射を輿へ、粗腐植物質を分解さ

せなければ針葉樹の天然更新は困難であるから純粋の意味
の樺伐林型を炭い醗域に亘り形成させる事は一種の肢影で
あると云ふ話であった。其後更に猫迩や澳國④森林を見て
歩いたけi"f.何盧でも純粋の鍵伐林型は-令小局部以外に
は見られなかった。乃ad”誉林局長瓦6PIniIIip'氏の如き
ば人も知る鐸伐施業反對論者で、若し管内の誉林鵜長が露
伐作業の施業案を組んで來ると頭から否定して是を認可し
ない｡SChWWrZWaldにも薄表の戯学憩見ると鐸伐林型らし
い林分があるので賞地に行って見ると､矢張り群落的に大、
中、小經級に別れて居って､林分としては鐸伐の曲線を表

わすが蜜地は群の天小こそあれ完至な刀2nldungの型であ

る｡此の事震ばKxm"el教授も認めて猫､漠Iこは蝿作
業の蜜施されて居る庭はないと云って居った。然し北方の

Sw“enやNorWEgeに行くと山岳地帯億蓄積の紗い鐸伐
林型を表わして居るがhzI鋤林腫矢張り単層林である。蹄
途北瓶獅I加へ渡って二三ケ所針紫樹の天然林を見たけれ

共､矢張り軍暦林で径綾に大小はあるが樹高廠大禮似た溌
なもの潅あった｡最も樹齢に著しい相麹§あるか否かは調
査し施~たので異齢林か否かに就て侭断言出來ないが大

口
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田 中：澤伐林に就で

彊に於て或る齢級範函の同齢林の様であった。

而し営時日本では既記の嫌に撰伐論が旺盛で、秋田杉の

天然生林に對しては潔癖な純粋操伐作業が震施され、一本

の人工植栽も認めないと云ふ極端な丁度W.Amonn露の

主張する溌な施業であった。筆者は是に對し口で誰で極力

反對論を主張したけれ共､都合のい上數字を提ち上げて誤

論しなかったので遂に何等の反響を呼び起す事が出來なか

った｡営時撰伐不可能説を公開の席上で説いた人に高知誉

林局管内で一生を森林官として震際の仕事をして居った種

田と云ふ管林署長があったが、同氏には如何な學術的恨撫

方建ったのか知らないが、兎に角蛮地の經歳から鐸伐林型

を否定したもの人溌耀ある。其外に鐸伐と天然更新不可能

論とを主張した人は除りなかった濠である。其後今次戦辱

初期迄園有赫では撰伐作業論が旺盛で､盛に流布された。

同時に天然更新論も亦腫度に主張されたが、一幸方古くから

澤伐作業類似の茄子伐をやって居た能登や、吉野、京都の

北山地方の僅良林分を持って居る人等は決して天然更新を

やって居ない。彼等は一様に挿木，伏條、立條叉は人工植

栽凌蜜施して居って、天然生の稚樹を全く無覗して居る。

若し天然生の稚樹の儀な曲った貧弱な根と地上部とを持っ

た苗木を品評曾に出品したら一笑に附されて維ふ程生長が

悪いのに、そんな天然生稚樹、而も生へては消へ、生へて

は清へて総ふ天然鐵値樹を大騒ぎして級りにして居る人等

の索然知れないと云って居る。尤もスイスでは天然生稚樹

の方が宜しい。残に1､ウヒの如きは天然生以外は曇<駄目

だと云われて居るし、日本でも赤松の苗木は天然生でなけ

ればならない事は衆知の事唆である。

叉林業昴種の雛から見て筆者は常に悪品睡の林水は、現

在の獅屑でば人エの加わる程優良品種を駆逐すると云ふ定

義を主張するものである。結慢多鐙､發芽力旺盛な翻子を

作る母樹は林木としては心材が劣等であるか、枝太の死節

の多い利用率の低い材を作り、立地の饗化や毅雪､虫菌害

に對し抵抗力の弱いものである。若し天然更新で萬一後繼

の輯鋤雲生し、且つ發育したと假定しても、同時に發生

した良品種の稚樹より幼壯齢時代生長の早い悪品種のもの

人数が多いので、是E違ふ生長経過を持つ良品種の稚樹を

疵産して総ふと云ふ現象は軍に林木のみならず凡ての生物

に共通的な原則である。而も獄洲や亜米利加の鎌な濠氣の

紗い大陸的氣候の虚と逢って、日本は海洋性氣候であるか

ら林丙の地表面は常に漂氣過多であるのみならず､劇陣や

癖の發蔀§旺盛で稚樹の霊生し發育する蕊境は中舞出現
しない。厭洲ではBlendmsaum-叉はSCM1mg曲1Rgで悪

品種の稚樹か轆財Lないが､兎に雛f葉樹の天然生稚樹が

雲生じ發育はするが、日本では陳野か火災跡地に天然生悪

品種の赤松力罐生する位のもので、スギ、ヒノキの良品溌

一一〔9

が礎b極域に發生發育する事侭絶無と云ってもぃ上位ひで

ある。青森のヒバ林では稚鋤鐸山發生し且つ發育するの

で天然更新可能なりとの議論も成り立つ漢であるが、彼虚

にあるピバの稚樹の大部分はヒバの丙で最も生長の悪い品

種として能登地方では全く相手にされない。カナァテが多

く奇森瞥林局の賓験林報告を見ると最も條件②い上場所に

生立した雅樹でも三米の高さとなるのに50年か入ると云

ふ程で、若し欝閉林下に發生したなら50年で1糸半位の

高さにしかならないと云ふ、そんな生長の遅いものを相手

にして居ったので捧吾々 の林業窪濟は到底もやり切れたも

のじゃない。下北半島のヒパ林は往時南部藩時代に良木を

撰伐して林相力域瀕したので現在直径階では篝伐林型涯近

い曲線を作って居るが､其樹齢階が果して異鈴林であるか

単に見掛け丈けの鐸伐林型で樹齢から見て經濟的澤伐林型

であるかは極めて疑問である。叉樹高の識から考へても林

木は或る程度の高さに達すると、夫れ以後の樹高生長I載極

めて除丞になるのに、去れ迄に達する期間は難較的樹高生

長が早いから、樹冠が水平的に欝閉して単層林になるのが

営然で多層林は不自然である薊

更に亦天然ぽば樹種の更代と云ふ事も植生上奮然の事

で､若しスギやヒノキ林の下へ直接再び同一撤種の荊緬を

出現させ厳とするなら是織植生の感念を無頑し歯ー 極めて不

自然な老ぺ方である。日本では最も多く取扱わ湿るスギ天

然林下にスギの稚樹が發生し發育する事は例外的の局部を

除いてはあり得ない。若し假りに一旦稚樹力溌生したと假

定しても其後は相営年数紗く共数十年經過する迄は稚樹の

再び發生する還境は決して來渇ものじゃない。是は魚梁瀬

螢林磐管丙のスギ天然更新試臓地や澤伐試験地を見れば明

瞭に指示されて居る事賓である。従って凡ての喬林は軍層

林と恥るのが原則で、混層林は特殊の場合か叉は臓影であ

る。秋田の樺伐試験地で寺崎博士ば是現象を容認し下木に

スギが植栽されて居る。

其後各地で天然更新の不可能な事丈けは認識され、青森

のヒパ林を除いては方盈の國有林の鐸伐作業級では下末植

栽を行って居るが､而し是が亦問題で植栽された下木は上

木の疵蔭の篇めに生長が中火ばかばかしくない。既記民有

林の茄子伐地方では施業者が多年の經騨から上木の欝閉度

を如何にすればい上かと云ふ事を熟知して居るので、京都

の北山地方では集約な上木の枝打と手入刈を不断に施行し

て立條の發育に努力して居たけれ共、駿箏中は勢力不足の

篇め､叉食綴増産に夢中になった馬め是毒怠ったので､大部

分の立條を有する蓬礎嘩積れて経った。尤も此の塞礎から

後繼臘を極立てる事は垂木林では手大さへ宜しければ可能

なのであるが、丸太林では如何に手入枝打を充分にしても

上木の欝閑に依って生存不可龍である事ほ現湊林を見れば

〕－
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田中；澤伐林に倉就て

解る裏で、是れほ元来スギ(京都北山丸太のスギは比較的

伏條性の湿い裏日本型のスギではあるけれ共)林が鐸伐林

溝成に無理である事を示ずものである。能登のアテ林でも

努銀暴膿の爲めと噸､豊小經木の高く質れないと蟇ふ經濟關
係とから、技打と中經級木の間伐とが行われなかった爲め

流石に陰樹であるアテの伏條さへも積らして終ひ、現在眞

の澤伐林型を保存して居る林分はアテ林途面積の2－3％

に過ぎないで､他は大部分スギとｱﾃの二段林か単層林で

ある。

斯く鐸伐林型の蜜現困難な事はスオスの夫れとよく似た

現實である。

國有林の如きは是等民有林施業着と違って平面的及立臘

的欝閑度の疎開に開する判断力に鉄くる虚があるのと、經

喪不足の爲め枝打手入が不十分なので稚樹の發育等は到底

鵬出來ない｡熊本誉林局管内霧島山風有林のモミ、ツカ
'老齢林揮伐作業地の如きは卿蝋が僅かに發生しては居るが

決して生長しないで何時迄經っても一米前後の樹高階に停
止して居て、其間上木は鯉伐後毎年柚損するので残存木の

生長量より橘損木の材穣の方が多いと云ふ儲態である。日

本に於る澤伐作業20餘年間の經過を見るに、海洋氣候で

雑草笹類の繁茂する國、技術者が林木の生活に對しスイス

人の鎌に親みと理解を持たない國、造林蜜を惜むんで枝打

や下刈の徹底して勵行されない。又水平的及立艘的欝閉度

の疎開に無理解の施業をする國柄では理論的にも技術的に

も澤伐作業の成功は期待出來るものでない事を断言せざる

を得ない。

鼓に於てか思ひ出されるのはX.Gay錘教授の主張した

劃伐諭である。同氏の云ふ通り皆伐作業が林木の揮頭作業

である事やB･BRISiger氏やD野.Bu"e氏の云ふ如く、吾

盈は林業を行ふのに単木を相手にしては不可ない。林分を

相手にして考察す可きであると云ふ主張等は勿論正しい主

張であり、叉林業家が林木の生活に十分の理解意持ち人智

が自然の上位に立つと云ふ嫌な自己陶酔の自惚れた感念を

全く溌除す可きであると云ふ事を全面的に肯定するのに吝

かではな､､が、然し更に進承過ぎてW.A匝皿on氏の様な

極端な純粋な鐸伐諭を資施する噸は行過ぎであると恩ぷ･

而しGayer氏の測伐論にも亦異論がある。夫れは同氏

の議論が林木の群落生活を無頑した磯論である事である。

元來林木は外界の諾害即ち日射、暴風、乾燥した風等を防

ぐ．爲めに互に相寄り相扶けて一つの群落を形成して後初め

て淡全な生活をするものであるから､若し群落を考へずに

劃伐を蜜行す！Lば群落の中央なり其一部を麗劃線力轤噺す

る事となって彼等の群落生活ををびやかし破壊する蕊鋲あ

るから劃伐まりも群落箪位に仕事する群落作業の賞施を主

張するものである。何虎迄も群落箪位に皆伐面を蓮綴しな

い巖にし、其皆伐した群落の跡地には天然更新等を考へず
、

優良品種を4町歩千五百乃至二千本の割合で人工植栽して

樹種の更代とかモミやツガの浸入する除地を残して漣<穰

にすれば残存林分の生活は脅かされず､地力の減退を惹起

する事もなく、叉後纒樹の生長を疵蔭の爲めに妨害する事

もないと思ふので、蜜初は下木植栽の承主張した誰者も其

後霧島山國有林に二ヶ年程此の群落作業を食行したが其後

約二十ケ年遁ぎた現在豫期した溌な謹過を辿って順調に生

育して居る。然し是の作業は良材のある群落丈けが伐採さ

れると云ふ批難を受けて賓施後僅か二ケ年で中止させられ

て終ったのは函こ残念で､若し良材のある群落許り撰び伐

りする穰な蜜行者なら純粋澤伐をやっても良木のみを澤伐

するに蓮ひない。そんな心掛けの蜜行者なら例へ皆伐をや

らしたも林地を著しく破壊し跡地の造林を困難な機にする

に蓮ひない事臓、各所の斫伐跡地を見れば直ぐ・に知iIL患事

で､是の弊害を防ぐには別に方法があるので監欝上不便瀧
と云ふ理由のみで群落撰伐を行わないのは木末顛倒した識

論であ1る･回歸年や輪伐齢を決める篇めに森林を一定の型

にほめ込むのは眞の林業生産を完ふする行爲ではない。

今や戦後の混凱時代も漸く納まり、優秀な施業の賞施さ

れてもい上時代となりつょある。一時中断された鐸伐論も

再び出て来ると思ふのであるが：澤伐試験地が設定されて

以来三十有餘年､澤伐作業の質施せられて約二十年除の銭

月を鑑過した今日、吾痴はよく鰹の失敗の跡を考察して大

に反省しなければならないと思ふ･餓洲大陸の乾燥した氣

候の而もモミやトウヒの穰な林木を取扱ってるズイスでさ

へも純粋の澤伐作業には幾多の異論がある。まして日本の

様に海洋性氣候で雑草笹類のよく繁茂し林地の過潔な庭で

スギやヒノキの嫌な優良林木を取扱ふ國柄であり乍ら澤伐

作業溌今筒感女としてあきらめられず方々で未だ漫然と澤

伐の行われて居るの微愛慮す可き事柄である。徒らに印刷

物からの智識にのみ心酔して居る時ではない。自然を噸察

し是に親みを持つ之株木の生活と自由をよく理解し同情す

る事力泌要であると共に人智を大自然の上位に置く．と云ふ
潜越至極な考を直ちに捨て去り、自然に從順な人間となる

様に考へ直さないと第二次第三次と經濟的敗戦の蕊き目を

常に繰り返して遂に亡國の運命に辿り藩<事は火を膳るよ

り明らかであるo(24.11.15.稲）

日本再建は國土の緑化から

日本緑化株式會蹴
註長柳常八

￥蕊総鷆箭稗留町一ﾉー 三
電話茅場町（6の6752番
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村山藤 造 1

日本と同職叉ほ以上の過害は、北米でも40年の歴史を

もっておって、其方面の棚威者D霞.A､D.HoPkinS(合衆

國の)、Dr.エⅢ.swain(加奈陀の）以來、多敷の學者の
試壷研究の結果により、夫為の場合に對し適切な方法を案

出している。吾國に於ても研究の必要あることば申す迄も

な上,。幸に文部省で之を認め．勧誘と補助を與えられたの

で、筆者も公務の総暇を利用し同志と共に研究をつづけて

いる。ここに昨（1948）年中に明にし得たことを述べる。

筒此の事柄は、一部を昨夏．日本昆錨學會大曾の席上で報
告したが其後判明したことをも加え加除訂奪して記す次第
である。

第一、松喰患と穿孔識

今度の世界大戦の前後にかけて、日本に於け尋松の虫害日本と同職叉ほ以上の過害は､北米でも40年の歴史を
の激しいことは、三才の童子でも知っているこ＆と思うoもっておって、其方面の棚威者D霞.A､D.HoPkinS(合衆

霧磯鰯灘難繍蕊:麓鶏璽:獣鞭製駕:穂騨謹
いのを悲しんだものである｡然し通聞いて見れ厳､営局に出している｡吾國に於ても研究の必要あることば申す迄も
は鋼こ對策も出來ており、躯除には官民共大童であるとのな上､｡幸に文部省で之を認め.勧誘と補助を與えられたの

蕊蕊溌蕊欝灘議
ことで、些か

御護滝すると

間研究をっづ

たいと思って

孫子も｢故i割､彼(註敵のこと)を知り己を知れば、である。
百たび戦って殆からず､彼を知らず己を知ればj一たびは第一､松喰愚と穿孔識

勝ち、一たびは負く。彼を知らず己を知らざｵt暇､戦う毎此頃扱喰姦として取扱はれている害虫を拾いあげて見る

に必ず敗る」〔軍形第三)と云っておる力戦畔臓､嘗てと三つの科(Families)に扇する10種の甲姦が含まれて
日本箱跡というものが盛んで､罐専門の人”『研究もいる嫌である。（第'表）

以上の10種は大腱樹皮下に孔を穿ち、喰ひ荒す甲虫

馳態鐸聴駕墓撫鱒譲（…で…蕊爾｡………臓蕊”
す有職が綴いた。顧ればよくも夫等の意測に背I1,て來たも壱いうBorkR-beetleS,猫通語でいうBorkenkiifrの一部を
のである。なすものである。叉天牛はLongiCOrn叉はWood=bOre,sS

第一表と呼ばれ､象鼻虫は何汽WeevlilS(其
一一イ{睡盈の名あり）といばれることが多

斗クヒムシクフ・ い、小溌虫に闇するものは、上記4種
scolytidae②､識姦科）に闇する4種

の他にも多数の種があって、樹皮下に
1.MyClOphiluSpiniperdalnnnaeuSマツノキクビ公シ

孑喧を作るものと、材中に深く穿孔す
2.MyE]Ophi]USminOrHartigマツノコキクヒムシ

るものもあって、前者はBark-beetles
3･g卿皿lgfu]vusNiijimaキイ戸コキ身上z､シ

で撰昔はPin-J'olebore鯛といわれ
4.IPSpromomugEihhoffマツカワノキクヒ.z､シ

、

気

今

上

る。〈時にWood-borerSと云ばれるこゾウムシクワ

Curculiodae(鼻象姦科〕に園する4種I

韻･"'-,,"……。
ともある)o然るに、松の樹皮下や鰄郡

を食害する議類には、前記3科の他に
5．αyptorrhyncImSinSidioSugRoelofSマツノシラ氷シゾウムシ

竃基雪~，包顧曳短【ｰWd,、Bu商uuf･雁"1山Uｰ

6．PisSod"obscurugRoeJofsマツノク戸キ筆シゾウムシ
も種為のものがある。例えば、甲識類

7．PiSSodesnitidugRodofsマツノキポシゾウ‘2，シ－‘～.へし.一一一一.‘…、，．_ｰ
ではタマムシ科〈吉丁識科)やハリセン

。畷…cidae(素牛邦,…2識|……
8.Siplllughypoc]aiiaBOheman-

ｶﾋｷﾜ公ｼﾀヮ．。ウチウ科錐穿孔愚科〕･等あり、膜
翅類ではキバチ類があり、臘錘願では

on｡dnamnStesSernlaWInitel-y/,､Ig/f""g¥,Jff"_,*gw,=z_TEI_".7s"9.亜ono曲amnStesSe”aWhiteﾛ，ズイムシ類がある。叉同一種で松や樅
10．qocednalusristic顕工血1naeu3|サピヵミキリ や唐桧や淵葉樹を害するものもある。

檸圭……て繍陰”脅鷲震鷆鯉駕難
（各種の記賊は新島博士の森林昆遥學､松下

、たい）
けるためには、姦名は何の這確理さる

蝋､獄…総…爽艤率扇繍‘・べ誉…参るが"｡今ここで職､”
－〔11）－



村山：松類の穿孔愚

類を小識遥科のものに限って述べることとする。此表中Hは本州､Kは九州、sは四國、Hbは北海道、

今度の諺戦前の日本に産し訟類を喰害していた小議議Cば朝鮮･Saは樺太、Dhiは千島、班は滿洲,Siは西

〔一名穿孔識〕の種数は、筆者の調べによると、43種で､其比矛峨を示す｡.Oは文献によったもので被害樹種の承記

中29種は現在の日本から見出されてあったが、其後發見割鱈近産地の明示されてないもの。計には朝鮮千島其他

されたものを加えると、現在日本には13蹄35種知られ外地を除いてある。叉最近調査の際採集したもので､本
たことになるに")。表列記以外の‘ものもあるが、同定未濟故之を省略した。

其種名、喰害樹種及産地を示すと溌勇表の通である。

第二表日本の掻類に寄生する小獄騒類
一

・
鋤
》
や
》
鍋
《
．
⑤
和
華
唖
峠
儲
弛

上
ツ
ウ

グ
，

、
マ
シ
、
，

他

⑥
州
鍵
唖
梱
《
》
》
動
酔
》
》
蹄
》
《
恥
恥
》

其

一
一
一
．
〆
〉
》
《
》
》
》
認
》
弛
一
》
一
一
恥
》
一
陣

一
生
識
一
一
一
一
一
一
一
－
０
一
一
一
一

Ｉ

布
一
邦
Ｉ
。

Ｉ

分
メ
ッ
ー
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一

ヒ
マ

及
一
シ
一
一
一
一
一
Ｏ
一
一
一
一
一
一
一

種
熊
Ｈ

樹
犀
い
‐
Ｆ
Ｉ
Ｌ
‐
‐
値
‐
Ｏ
邸
一
一
一
Ｈ
Ｃ
一
一

繧
惚
卜
｜
｜
ｌ
ｏ
“
’
’
’
’

１
１
１
１
侭
１
１
底
１
種
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｋ

Ｌ
畷
僻
岬
件
睡
吋
舗
．
ゞ
急
患
“

。
○
、

Ｈ

蕊 名及和各

,．Hy]flSteSparallelugnid'hoff
マツノ火ヂホソ．ギクヒムシ

2.Hyl81stegPlumbeuB画and"rd
マツノヒ画スヂキクヒムシ

3．HylurgoIEglabratuSZetterStedt
マツノカバイロキクヒムシ

4.HylmgOpsinterstit頭Es("apuis)
－－．－－＝一一一一一

マツノスヂキクヒムシ

5bMydophilusminorHartig

＝

マツノコキクヒムシ

6･Melo鯉』哩哩nipa:daLinnaeuS
マツノキクヒムシ

7.Pl'loesinuslewisiq1apuiS
ヒバノコキクヒムシ

8．DrVo(Moetesnubil[喝恥nd"rd

夕
駒

掴

ケブカキクヒムシ

，･D"yo.oeespiniNiijima
・ハヒマツァトマルキケクヒムシ

10.CryPhaluSabietisRatzeburg
モミノーキクヒムシ

11･L)'Whal!唱位JJyuSNiiima
キイロコキクヒムシ

12･馳型堕遡1匹聖墾Mura)'乳皿1．
ネツカコキクヒムシ，

13.c'lyphal'slaricisN姉､a．

貝』

カラマツコキクdヒムシ

14.CryPhalusOblonguSNXjima HI－I－I－l－l－I－

Ｏ
ｕＨ釦

一
》
一
軸
》
一
一
一

一
》
》
》
》
一

上
セ
ヒ

ク
恥
ク

ノ
・
皿
ノ

ッ
ｇ
｜
榊

マ
加

劾
軸
一
卜

仁

●
Ｐ
●

５
６
７
８

１
１
１
１

五
ｍ

一
噸
一

忽
〃
ｋ

侭
ミ

浄
淘

ツ
モ
マ
入雪
哩
恥
恥
》

心
火
ァ
肋

、
ハ
ツ

Ｏ
マ蝕
心
殿
側
誕

ツ
カ
ッ
シ
入
ツ
ド

窒
端
塵

二
一
将
一

一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
．
Ｃ

ｌ

一
錘
一
一

Ｋ

４

Ｈ

獄
ｐ
－

Ｈ
Ｋ
Ｈ

’
一

日本の害湿の和名英名表は目下GHQの素木鱒士の手で完成に近づきつつあるのは喜に堪えない｡

此他にも1．2種あるかの如く報ぜられたものもあるが、同定の確かと思はれないものは省いた。

註（1）

註（2）

一（12＞一一

､

＝



村山g松類の穿孔綴
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第二表（綴き）
■一 言D－－七一

一

1蝿一に iー一
c一｜一

NiijimiL

3igXijima

I
PolygraPhuskisoenSis■

●

９
０
Ｌ

１
２
２

一

キ〃キクヒムジ

Fo1yg"PhusmeakanensigXijim(
メアカンキクヒムシ

Pm"rapl'"proxim"B1fmdR)rfl

HO 一一

トドマツ(n0.Sn)、アオトドマツ
(Ho)、タゥシラペ(C),，モミ(K)
エゾマツ(C)、テウセンカラマツ
(C)

1.Fマツ(Ho)、エゾマツ(M.c)、
異ウシラペ(班)、テウセンカラマ
"(C)、マンシウクロマツ(M)、
テウセン＜ツ(皿〉

オキナワマツ〔台)、ダイワンマツ
<台）
テゥセンカラマツ(c)〆プリア
カラマツ(M)、マンシウカラマツ
(M)、タゥシラペ(班〕、カラマツ
(H)、グヒマツ(Sf')
エゾマツ(Ho)､テウゼンマツ(班）
マンシウクロマツ(M)

テウセンマツ(M)、マンシウク戸
マツ(M)、エヅマッイ哀o、テウ
センハリモミ(M)､ヱゾマツ(Ho)

Ho.C 一

トドマヅキクごムシ

22．FoeciliIBi"onicuSEggels H

H.C

－
－Uー－

一

ヤマ1.キクヒムシ

23.]pSacuminiltuseyllenlla】 Cl一一 一

マツノムツバギクごムシ●

24,11BangulatusEiClihoff K・画 -■－1－

ツノキクヒムシ

25.IPSCembraeHeer
マツ．ノオホキクヒムシ

26.IFSlariciS(FabriCiUS)
カラマツキクヒムシ

27.IPsproximusEiChhoff

|画 一｜一｜‐一 |O一

|cl_|_
|H

一

ノ
K含S.n.

K品
一

一 一

HoC

H

K

鴎ｅａｌｍ
ｃ
勺
■
■Ｌｓ

》
》
》
《
シ
》

キ
Ｇ
ク
Ｍ
ム
租

舜
・
啄
罪
函

ノ
ｓ
ワ
鋤

塞
》
蓉
唖

力
魎
シ
麺
マ
ー
華

赤
恥
一
卜
恥

＆
９
０

２
２
３

一
一
一

一
一
勇
一
一

一
ｈ

Ｃ
Ｃ

－

一

虫
亭

S

エゾマツ(Ho.SIL)、バンクスマツ
(C)、オゥシゥァヵマツ(M)、マ

泌湧葵;脇謬窺；
<Sa)

エゾマツ(α'）

一

Ho
悪

ホシガタキクヒムシ

H.ohPityogenes幼v'eolatusEggenS31. I－H－

オ･ソタヶキクヒユシ

32.Xyleborusa(nlilusBlandhIYl
アカマツザイノキクヒムシ

33.XylebOrUSSaXeSeniRatZebUrg

P

職紫徽4種及スギ、モミ(S)

ヒバ、ヒノキ、女ウシラペ(C)、
エゾマツ、トドマツ、澗紫樹1聡
種

アカエゾマツ(Ho)

モミ(H)、トドマツ(Ho)、ごパ、
･シカ其価開紫樹晦重

K,H

H

H･Ho

O

－1－1一

｜－

｡_|‘二に
－

サクセスキクヒムシ

34.XyleboruSseptentrionaIsNiijima
サイホクキクビムシ

35.型]eborusvalidllsEihho"
トドマツオ赤キクヒムシ

計

－1一1－

|” 61211107
訂一一

此襄によ…ると同一種の鎖で聡方に豆忌厨爾~~TXhtennm)に悪ずる,薬形憾.塗華霊の人の磯う鱸蕊
を異にするのｶﾓあるが、總じてアカマツに寄生するもの30の厳で、柄の部分と、図扇状の部分と。雨者をつなぐ珠子

種、ク戸マツに7種、テウセンマツに12種、ゴェフマツ駅の部分の3部からなっている。そうは云うものの其形の
範幽丙でピンからキリまであって、頭に近い方から鯉え

て第一の節は先端の方が大きい曲った煙管の雁首の様なも

ので、之力噸節である。中間部の節吸は種膨により2～7

迄あって、其炳部に近い方の一節は、いつも大きく、球形

やイチヂク形であるが．其次のものからは小さく、多くは

盃形のものが重っている。醐扇；伏の部分は球部叉は球稗部

と名ずけられているもので､全く一枚の卿板となったもの
もあり、3節叉は4節に分れているものもあり、叉其間で

に1種．ハとマツに6種となっている。又分布の匿い種が

多いo

乏等多鯉の種の内“現今どれが問題の地方で喰害諺暹う

しているかを確めること、即ち生態學でいう支配種を明に

することが先ず第一に必要なのである。

各種の形や習性の説明ほ之を後日の磯曾に譲るが、ここ

でキクヒムシ類一般の主な特徴を参考迄に述べよう。

小議録科の主な特徴は．其頭部前方から出ている鯛角

一（ 13）－



村山：松類の穿孔墨
一

節の堺を示す綴丈のものや、其綴も消失して只剛毛列で位ヒムシ學者は三千世界に居ないのである。

置を示ずものなど、色盈である。丙部の溝邊で此科のもの第二、松類穿孔銀の賞相

を持殴ずけているのは、胃の形である。胃は二つあって、 松類を害するキクヒムシには、第二表に示した通、日本

ロに近い方のを前胃、後の方のを胃と云っている。前腎のの各地に亘って存するものが少<ないが、被害量に就て各
ヨロヒ

丙面にほキヂン質の薄片や針が一面に並ぺてあって､鎧の府縣及螢林局の調べをまとめて見ると、其多いのは､近畿

総並べた様になっている｡其状態は錘あり､亜科によ地方から以西で.特に激害地の多いのほ兵庫､岡山.長崎
って走った配列になっている。其他、交尾器やﾀI形（特に宮崎及京都の各府縣であって、就中兵庫、岡山雨縣は恰も

翅)にも種奄あって､凡て之等によって､亜科や馬や穂を關西被害の中心地なるが如き槻を呈している。万郷､兵庫
分けてある。雨縣丙は自らも採集じ､叉岡山､贋島及附迩畷からは標本

筒本表の學名には命名者の名を、略さずに示した。之はを頂いたので、それらを同定して判明したところを、－‘蕊

筆者の老獲心によるもので、嘗てクリプアケレス、ピセイ、表にすると第三表の通16種である。他人の採集には後に
ラツツだとか、イブスプロキシムス、アイヒなどと讃んで述べる綴に、採集法に疑義があるので、主として兵庫縣に

識者を擢壁させた林學者があったからである。普通印刷や於ける礎相について述ぺることとする･
書く手数を省く篤に到り切った名は一部に止め、終止符を此16種の丙、星印のついた3種は日本の本州崖として

つけて略字であることを示してあるが、讃む時には全部を始めてのものであり、アカマツを害するこ,とも初めてわか
よむのである。リンや、＝イジやてムルなどいう名のキクつたことである。

第三表本州匪瀞にて採集されたるキクヒムシ及其分布

固

多
級

鴻戸内海斜面｜同太海斜面
都|兵庫|岡山|旗島'京・都|兵庫|鳥順

名種
丘ユ

万《

HylasteSparal1eluSChap.

‐
■
●
の
△
巳
●
ａ
Ｑ

Ｌ
ａ
＆
４
５
６
７
８
９
０１

昭和村

昭和村

昭和村

I

缶

g.PlumbeuSmlndf｡

Hylm･gopSinterStitialig((n1ap.) 勝田 建屋村

鶚血、

△
‐
埴Ｂ

“
肌
△
Ｓ

ｔｂ

睡
蹄
恥
函
一
耀
郵
池
．
脚

Ｄ
』
Ｕ
ｑ

ｌｕくｎｕｃ

睡
》
一
》
》
｜

恥
、
皿
醒
ｂ
ｌ
ｎ
”
母
型
鋤
卿
ｐ
●
●
‐
ｅ
●
●
。
●

４
５
６
７
８
９
０
１
１
１

貴船

京都市

京都市

京都市

犬山 牙

頑渡 口佐津村
、

山
崎
村

面
田
魁

巽
山
太

昭和村

勝田 天ノ橘立 村
津
町

屋
佐
住

建
口
香

ザ

京都市

津
住
野
村

佐
屋

口
香
竹
建12,CiyptUrguSpuSilluSGylj．

戸市禰

恥SacuminatUSGyn.

工】盆ricis(Fab.）

L_Proximus画dlh.

1.sumralisGyn."

。
●
い
り
●

遮
避
晦
蒟

山
田

津
勝京都市

京都市

貴贈
京都市

竹
竹
建
建

野
野
屋
屋

山
耐
崎
戸
津
勝
山
田 昭和村

－

（1）和名に就ては第二表を利用せられ度いo‐

(2)鳥取､島根地方は綴り族行しなかったので此他に多かるべき見込なるも自ら滋鏡決定し得たものに止めた｡
‐

－（14＞－



村山：掻類の穿孔鐘

の研究家W6皿H.Bland"rd氏が、新種と決定し、記載

して發表した（1894）もので、當時被害樹種は報ぜられな

かった。其後(1926〕津谷氏力潮鯛郷のエツマツから又

譲者が九州南部の鹿兒島から(1933)採鼈し譲者が發表し
ている(1930及1934)。然るに、此種は但馬地方では極め

て普通に見られる“のである。此愚は腿力轆めて小さく、
全臘長は1.3-1.5皿nに過ぎない。松のミドリ（新芽）の

皮下に穿孔して急速に喰ひ荒すので、松のミドリは連に鴨

色に鍵じて橘拠る。之と異りマツノキクヒムシ及マツノコ

キクヒムシの後食の場合は松のミドリの基部に孔を穿渇、

髄心を食ひつ上上り、上部から孔をあけて、外にぬけ出る

ので松のミドリは垂れ下り、やがて枯れる。ダウごﾉﾋﾒ

ｷｸﾋﾑｼによる場合は心は立ったままで枯れる｡

この類の喰害の後に、小枝や樹冠の幹の上部は弱り、之

に他の＝キクヒムシが来襲する、キイ戸コキクごムシは、

今や日本西部の極めて普遥の錘となり、アカマツコキクヒ

ムシ、カラマツコキクヒムシ、トドマツコキクごムシ等を

伴う。やがて其下部にはマツノキクヒムシやマツノコギク

ヒムシが皮下を喰害し、之にカラマツキクヒムシやホンス

ンキクヒムシが伴うのである》

かういう工合であるから被害初期の松林でほ多くのキク

ヒムシの種類が見出される。被護の程度が進むにつれて、

キクヒムシの種類は愈女減じ、遂には二三種となり、之等

が支配種たるの観を呈して來るoその後にゾウムシやカミ

キリ類が大きな孔を作ってキクヒムシの孔を破壊する。尤

も後着が多歎に雲生すれば最初に襲うごともある･キイロ

コキクヒムシの穿孔が完成せぬ丙に大食のカミキリの孔で

荒溌されてるのはよく見営る光景である。

かく支配種がき蓑って害が笹し<なるのか､鴇が甚しく

なって支配種がきまるのか之が被需林収扱上に解決すべ

罰の職長比較

此表の蟻は殆んどアカマツから得られたもので、其中2

種（△印）がタロマツから探れたに過ぎない。但し各種が

同--程度に樹木を害して居るわげではない玉其食害の欺況

を観るに、先ず第一に、瀬戸内海斜面と日本海斜面とでは

嫌孑が犬に異る。即ち同縣内でも瀬戸丙海斜面の播ﾙiでは

松林は大被害の跡地の眼を呈し§被害木は大部分伐採剥皮

せられてしまい．後に残るキクピムシの種類ば極めて少<

なっている。即ち獅保郡の太田村で詞ぺたところ、殆んど

キイロ.コキクヒムシ許りであって、葵他にはゾウムシやカ

ミキリムシ丈が見られたが(3)、日本海斜面の北側地方では

被害は未だ初期であって、被害木は少|l,､が、キクごムシの

鱗は雀多く､'2種は此方面で癖t汽特に山よりの建屋村
では多かったのである。

之等16種の丙には、所謂鶴喰謹の4種も含まれている｡

之等4種の生態に就誕は諸報告に記されてある。尤もそれ

に就ては疑問の職も相蟹にあるが、今は之を省き、之迄言

はれた事とは異った雛に就て述ぺる。

松林でキクヒムシによ’る害の發見の目標となるものは、

言う迄もなく、新芽の黄鍵や褐鍵である。之は之迄大てい

マツノキクヒムシや、マツノコキクヒムシの後食と見られ

ていた。然るに今度よく調べて見ると．ダウヒノヒメキク

ヒムシの食害による場合が多いことがわかった。此鐡は、

有名な甲銀採集研究家なるGcorgeLewis氏（英國人）が

九州の長崎から初めて採集したものを、BritighMuSeum

少

F’

q

』
Ｉ

註（3）此状態は1949年、岡山縣ても比較的海に近い方

の郡では見られた。

（4）最近（1949）和田氏は四國の北岸のアカさツ林及

・南岸のクロマツから叉日高氏は九州雲仙のアカマ

ツから得ちれたので愈燕各地に分布してることが

わかった。

第四表松員松穿孔職の
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村山：掻類の穿孔識

き重要で且つ興味深い問題である。結果として、新しい木を蕊L､，樹脂に包震れて死ぬ先達が

もう一つタゥヒノ蓮メキクビムシで注意を要す-毒のほ、．あっても、其屍を超えて多くの後繼者が攻撃を綴け、建に

何時も､新鮮な元氣よい新芽を襲うことである。但馬では木の方が弱り観しる。恐るべきはキイ戸コキクヒムシと其

植栽後12年後の若松が之が爲、心を橘されてるのを見た。近縁誉であるが、叉其先躯をなし、這を開くタウヒノヒメ

此害の後ゾウムシや天牛に至る迄の被害は、誠によく暖長ギヒムシは、溌防上から注意を要する遜である。此場合級

の順に進む､之ぱ除りに巧妙過る麓で、資は極めて自然なの幹部の樹皮を剥いで錨を桧出ずる時代侭既に被害の道程
のである。即松の樹皮の厚さは之に穿孔する害の犬さに關・の半以上に進んだ時であって、小枝や心に小識の居る時代

係し､隙毛は脂や樹液や木屑の排除に關係するところが多に注意して手段を誰ずること鍵防上必要な虚置であらう
いのである。虫の形臘臓習性を識見する鍵である。今第三 之等各種の錨の増減や、蓮繊や雑居の斌禽状態及剛木の

表に現ほれたキ〃ヒムシ類の主なものの艘長と食害部分を内部の生理問題などほ、合理的躯除取扱の上から、是非典
示すと第四表の通となる。分析し研究して綜合試騒すべき事柄で吾惹の同志が分描し

タウヒノごメキクヒムシは分布は礎いが其個禮数は未だて研究を始必て居扇扉である。
少く攻撃期間も短い｡"然るにキイ再コキクごムシは多量に 術ある林にキクヒムシの種類が居る居らぬというには其

増殖し其期間も長く、樹葉の未だ緑の時からゞ 括れて伐ら調査万注によって、頗る異った結果を生ずることを、注意

れた後迄も寄生している｡即ち時間的に幅が廣いというわする必要がある｡其一例として筆者誰朝鯛郷のテウセン
けである。之も小さく弱い虫ではあるが、行動は活溌で、カラマツ林でマツノオホキク"ヒムジの生態及環境調査の際

僅かな温度の麹6にも敏感である。急速に多量に増殖するに試醗した結采を次にあげ工参考に供しよう。、

第五表種凌の採集方法による採籠遜吸の相異(10日間）

採集虫數
｜
Ⅱ

L採 集せる種名
ク
ロ
胡’一

('）I（2）｜(3)’ (4）

１
４
－

PC]ygr”h噸l1orymenSiSMm‘nyRmfI ホウリウリキクヒムシ 42
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訓
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Xvlotel､u月
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１
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マツノオノキクヒムシ

友'ウヒノオ幸キクヒムシ

タウヒノネノキクヒムシ

ズスイロネノキクヒムシ

タイコジキクヒムシ

ー

5

一

一
”
瓢
３
１
４
１

』

IpSCembraeHec]

IpStypographugLinn"uS
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や

ScolytojatypustyconBInndhJrd.

一
一

一
一
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Ｉ
「
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“
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釘
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’
計

同一樹皮面識に換算

同一日殴に換算

２
２
２

－

６
６
６●

０
２
０

０
８
０

１
９
１
５

’

５
８
５

翠
獅
師

４
ｑ
ａ
ｌ
１

ー

－ 一

筒一行に2列の澱字ある場合は上は蝿,下は成識を示している。
此表の探集方法は次の邇。，

皿）通常の方法、即ち蕊ほ採集網で、夜ほ誘蛾鐙で、食事時には休む。
（2）1個所に座って、棚い出す虫を悉く捕える。

（3）標準木(立木及伐倒木)の各所から標準切片を切りとり、其は下の鋤を集める。筆者臓材の四面から1m寵き
に10×10(Nmの樹皮を切り取って調べた。

“）樹臘丙の蝋全部をかき集める。

此試験によると心（'）幟種類も頭数も最少い。（2）は種とする人は、其用いた撰集方践を附記すべきである。而し

類歎は多いが、頭蝋が少い･（3)は種“項幽共比演拘多い◎て第(3)と第（4）とは其傾向に差が少く第(4)の方法は邇

“）は頭敷丈が最多い。例困難なる故、錐者は主として(3)の方法を用いることに

かくの如く探鍾法の如何により、著しく成績が異る故しているc

錘の種の有雛や、ropulationに就て論議したり、報告せん（繕

-<16)一一

I
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＝＝研究發表
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照査法返林木調査(2)

岡崎文彬

一一－

計算と第4園擢載の樹幹析解林木の形)Ⅸ指数とから材積誤

差率fv%と獄面積誤差率島％との間にfv=1.24%力城

立するものとして計鴬j-る（この蹄係が澱際と多少異って

もこれ亦大した問題とはならぬC

賞例についてみると第3園の1cm階幅（尺度上部）で

はこの輪尺誤差のために2.48％×1.2＝2.98％の材積誤差

が生じていると考え、これだけ蛮際より過小に材積が出て

いるのであるから
M

V=了二5:面前

によって更正値を求めなければならない､但しvは更正材

職でMは測定計算材積g､o
も

しかるに2cmおよび5cm階幅のものでは各直煙階毎に

材預を更正しなけ･ればならぬ筈である。

さて本調査では第3圏掲載の輪尺を用いた事もあるが

く本項(β)参照)、4回の測定を繰返した輪尺愉これと異り。

それら二輪尺の誤差が與える獣面戟誤差率を子によって
計算したところ1cm括約に對して姥%lf3｡95%および

2.88％であった。なお第3岡同儀に2L'm,5cm階幅に對し

ては各直函瞥についてそれぞれのih%を出したことはい
う迄もない。

つぎに測者2人の場合は同じ材穣が測定されたものと假

定して雨輪尺によって與えらるべき断面職誤差率の平均を

出し、これに1．2を乗じて雨諭尺誤差のために生ずべき材

穣誤差率を計算し、これより各測定回及び最頻値に對する

更正材積を算出したところつぎの如くであった（各直裡階
別吸値は掲載を省略)。

第3表更生立木材稜表（単位sv)

5．談差

誤差を解析するに先立って述べておかねばならぬのは、

その量と共に質が極めて重要であるということである。誤

差はその性質からみて大きく定常誤差と畷態譲董とに分た
れるが．我友がこ上に對象として考察3－る各種の誤差は定

常誤差叉は偶然誤差或はその雨者を含む外fある種の誤差

は一般に定粥誤差なるも、場合によっては偶然誤差ともな

るという事俊が特に注目されなければならぬ．

謹者は本諦蕊における誤差を分って輪尺誤差偶然測定

誤差および括約誤差の8着とし、これによって生じ愚誤差

の大さおよびその性格について論じてみたいと思う。

（1）輪尺誤差

輪尺誤差はある時鮎においてある林木を繰返し測定する

か、或はある林木を他の林木と比較測定する場合同じ輪尺

が用いられ、しかも尺度の上部度盛<本調査では1cm括約）

のみを使用するという前提のもとにおいてば完全な定常誤

差である。従ってか上る場合には輪尺誤差が與える材溌誤

差率が相購大であり、且つ面積（本數）に無關係に、決し

て遁賊する惑はないにしても照査法としては殆ど顧慮する

必要はない筈である。それは恰も協約ﾎ繊表による材秋が＆

賓材殻と違う事を意に介せぬ｡と同然である。しかしながら

照査法にあっても毎木調査をするに當り常に同じ輪尺を用

いると職規定患ｵLていなL,し.事震それはあり得べからざ
る事であろう｡‘まして照査法の生命ともいうべき生長戯査

定は數年の循醗期をもって行われるとはいえ、毎循澱期に

同じ輪尺を使用するなどという事はあり得ず、しかもある

誤差をもつ輪尺もこれを長く使用すればその誤差（ふれの

大さ）は鍵化してくるであろう。すなわち一般に一定規格

の任意の輪尺が用いられるわけであり、かくて生長鐘照査

という見地からするなれば輪尺誤差は偶然誤差の性質を禍

びる事となり、その大さを知る事ほ極めて重要となるので

ある。

ところでこ入に灘め見て鐙きたL,のは断面積誤差率と材

積誤差率との關係であるが、本調査ではMeyerの理論的

■
か

､

鯛査回歎|1"｡鐇約’ 2cm括約|3"噸約
271.718274b7021270.452

276.886279.8661376.縄8

274.”1278.063274.鑓8

273.725276.70:｝’272.770
276.055280.0182756妬7

回
回
回
回
に
積
一
値
材

１
２
３
４

瀬
る

第
第
第
第
最
依

。

(錐者〉農鮴・京大助教授

－〈17）一
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岡 崎：照査法と林木調査
－－－－

種と考えらｵしるが．こ典では偶然測定誤差を一つは上記の

測り落し膜よる誤差をも含めた場合、他は測り落しのあっ

た林木を全回数の測定から癖ﾄした場合の二つに分けて述

べてみたいと思う。

(i)測り落しの誤差をも含めた場合

偶然測定誤差は各括約階幅で測定を行ったもの毎に、そ

の範園丙で比較すればよいのであるから、輪尺誤差による

材積誤差を修正した第3表より各括約階幅毎に偶然測定誤

差(％）を、ここで正しいと見倣す最頻値本瞳から罰算し

た材積を基に算出すればよいわけである（輪尺誤差を修正

しない測定値そのまLの第2表から計錦するも蜜際の結果
は同じo)

第フ表全林木についての階幅別偶然

測定誤差(最頻値本職に基く

材積に對する誤差率

さて1cm括約測定で輪尺誤差が與える材積誤謹奉は龍

3表の数字がそれから逆算されたのであるから明かに凡て

の回に對し

－型塑竺旦逃-×,､2=4.,0％である。
2

ところが2cmおよび5cm括約のものについては第2

表と第3表の合計材穣から計算しなければならぬが。これ

を算出すると第4表力鵯られるo

第4表2cm龍よび5cm階幅の測定において

輪尺誤差が與える全立木材穣誤差率

5Um階幅2cm階幅調査回迦

第1回

露2回

第3回

第4回

最頻値に
よ‐ろもの

９
９
８
９

５
５
５
５

４
４
４
４

5.08

5.08

5.08

5△01

Ｉ
｝
Ｉ

ー

2"括約|3c'｡括約
一一一一ローーーー

－－－■

回数|'cm括約調査
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一
一
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１

１
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ｐ
１

一
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一
一
一

すなわち同じ林木を繰返し調査したのであるから各階幅

別にみると各回の％は大腿一致しているが、一致せざるも

のがあるのは偶然測定誤箪によってある場合一つの直座階

に鴎したものが他の場合に必しもすぺてその直座階に鴎さ

なかったた塗である。

しかしながらともあれ4回の毎木調査において使用した

二つの輪尺によって1cm階幅に對し4.1%、2cm階幅に

野し5.03％、5cm階幅に對し459%の最大材讃誤差率

が生じたことがわかる。なおこ上に最大といったのは我為

が固定脚に對する遊勤脚刀最大のふれを。として計算した

爲めであるが、經験によると謂査にあたっては片手に遊動

脚の基部をもつ結果無意識の裡にも最大に近いぶれで測定

している場合が非稔に多いのである。換言すれば激際の括

約誤差は上掲の各値よりも幾分少いであろうが．2つの脚

が卒行なる場合と最大のふれdを示・3場合とが相半ばする

事はなく、例えば1cm階幅のものに就てみれば材穣誤差

率ほ2．05％よりは遥かに4.1％に近く、その程度として

は起り得べき最大の場合をとって4.1％を掲げておく以外

に0碗§ないのである。

なおさきにも述ぺた如く上掲各戯値の太さそのものより

も、我凌はむしろそれが生長蛍査定にあたっては偶然誤差

として働くが故に重要覗する必蠅§あるのであり.アット．
ラン変ムに選んだ粗維な輪尺で何らの虚置を施すことなし

これ#こよってみると材積の偶然測定誤差率は1cm括約

のものでは平均0.68％、2cm括約では0.96%、5cm括約

では0.79％である。もし4回の測定からユド均譲差率を求

めればそれぞれ1.46．］､63.1.93％となる。

（五）測り落しの林木を除外した場合

この場合は第6表と同じ主旨のもとに第6表が得られる

．第6表測定林木についての階幅別

偶然測定誤差（最頻値本欧

に基く材稜に對する誤差率）

ロ

』

鎮騨蓋鮮鵜
調査

回数

謝謝
に照査法を行うてとは許されぬという結論に達する。すなわち材積の偶然測定誤差率は1Cm括約のものに對

（2），偶然測定誤差し平均0.2暁､2cm括約では0.56%、5cm括約では0.37%
′

ある林木がある回の毎木鯛査に測り忘られたため(またとなる。もし4回の測定結果から平均誤差率を求めればそ
は二重に測られたため）に生じる誤差も偶然測定誤差の一れぞれ0:95,1.02,1,02％となる。

－（エ8）－
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以上第5表および第6表はいずれも最頒値よりの材職をは極めて小となる。

基に計算したのであるが縦説した如くこの値は侭の値より （3）個人測定誤差
もや土大であって､材積誤差率が負に傾いているのは髄然

本調査では2人の測者をして毎木調査を行わしめたので

であろう。しかし何れにしても偶然測定誤差が1%以下であるから個人測定誤差が結果に入り來っている事が明かで
あった事は注目すべきであり、しかもその過牟は林木の測ある。と上ではそのための賓料をつくらず、姶もそれを偶
り落しに起因しているのである，寮た平均誤差率を計蝉し然測定誤差の如く見徹し‘てきたが、その性質上個人誤差は
てみても後者にあっては1％程度にう-ぎない。 寧ろ定常誤差と考えられるぺきである．，
なお偶然測定誤差は全然定常誤差の性質を帯びていない 直浬測定の個人誤差に關しては峰（1933）の詳細な研究

が故に、その誤差率は面積（林木本似）が大となるにつれがあるが､筆者は4回の毎木調査を繰返した後測者3人で
て遁減する筈であり、本調査では標準誤差を託庶しないがわれわれが所持したうち遊動脚のひらきと脚長との比の最
平均誤差率Dシ標準誤差率との關係を理論的に 小なる輪良(第3圏掲載のもの）を用いて任意に選んだ'0

M-"p=L2sspとおいて”ｽの談麓聯の溌本のスギにつき初ぁ…凝調と56m播約で､ついで尺
則を適用すれば林分が本調査林分と同じ組成で1ha|あれば度の他面を用いて窪尺で括約なしの實長を測定したところ
上記の誤差率は3割方減じ.511aとなれば上記の約踏にも第7表が得られた｡・・

鱈下する鐸である。從って偶然測定誤差による材穣誤差率

第7表同林木に對する個人測定値
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まず摘約測定値についてみるに10本中6本は3人が3Cに比し一般に小さ目の値を鍋しでいる事がわかる。然る

回とも完全に一致している。よって測定はこれ以上繰返さに舞畏によるとBの與えた値はA及びCに比較して低くは
なかった力躍りの4本は3回の測定で1cm括約叉は5emなく､むしろ高いのであり、こ上に遊動脚巻左手にもつか
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一一一

一

型

のようなところにも大きい原因をもっていると考えられる率が小であるが、これに催輪尺誤差の修正が影簿している

のである。かも知れない。しかし第3表の代りに第2表を一それは

た壁し個人識葦は全林求の毎木読査については考慮しな第3表を使うより不合理と思われるが一一使って家ても
かつたのであるから本項目は軍j運参考としぜ掲げるに止込2(Im括約が+0.40%なるに對L5｡m括約ば-0｡61%
る。となり絶掛値こそ5cm播絢の方が大となるも依然符漉は

逆である。（ 4）括約誤差．‘
括約謬罐に開してはKunzeの有名な理論的研究を初めともあfL同じ時綴において調査を繰返しでも括約によつ
としてTi8Chendorf(1929),Tir@n(1929),Meyer(1934)T起る誤差朧一定であり、これは定粥擶灼融罐である。さ
､等の諸研究があり、わが國では耀野力鋸約の影割こついてれぱもし5cm括約によるも･の力親愛の上記結果と異り．
の理論的研究を行っているp かりに1cm括約によるものと笹し〈遮ったとしても,、括

TiSCh"dorfの如く括約誤差を専ら偶然謬謹と見散して約誤差が定常的のものである限りにおいて、それは照謹法

計算することは吉田（1930)が指摘ずるように容認さるぺにとり殆ど關りがないといってよい。換言ずればか上る定

きではない。しかし蝋正もnや、その立脚黙を異にするも術括約誤差が数年をおいて林木を測っても同じであるとい

Meyerの指摘する如く括約誤差は定常誤差と共に偶然誤差うならば照査法の目釣からして、それを重寵する必要はな

と見倣さるぺき要素を含んでいるのである。いのである。然るに林木ほ事犠初めに調登した時からつぎ

本調査では時鮎を同じうして4回の測定を繰返しだにすの調謡辱讓でに生長す-ろから括約の階幅を一定にしても誤

ぎぬため偶然誤差としての括約誤差は現蜜に問題とならぬ差の大さはその都躍塗ってくるであろう。勿論か坐る諜謹

のであるが､生長澱査定を震要使命とする照査法にとって，は本醗が多くなればなるほど－偶然測澄誤差の如く一

は偶然誤差としての括約誤差の方がむしろ重要なのであ相殺されて減少ずる事となるが現賞林木が有限である限り
る，偶然ある木を誤って別の直座階に入れる事によって生・0となることなく、こ上に偶然誤差としてある値を與える
じる誤謹は偶然測定誹澤であって榔獄差とは關係がない筈である。
が、時間的因子を考慮に入れた場合､現麓林木の直鰹階がさきにも蹴ったように本調査にはこれに就ての資料はな
正規の分布をしないために生じる偶然的の括約誤差のあるし鐸であるが．しかしMeyerほこの誤差が林班をある程

度犬にとれば輪尺誤差（しかも彼は輪尺誤差による断面積
事を我為は否定し得られぬからである。

いまあるﾕ本の木(すの眞の大ざは何らかの方法である誤差率を僅か'％と見積っているにすぎない)と比較にな
らぬほど小さいとしているから賓際上照査法の計算的基礎値に定め得るものとする）を測るに當って括約の方法を同

‘じとすれば常に同じ一定の括約誤簔力鵯られる･そしてこを脅かすことはないであろう。
（5）林木調査の綜合誤差の溌測した直径寄基に噺面猿または材積を算定する以上そ

毎木調査の綜合誤差を知るためには定常誤差と偶然誤差の誤差も亦一定である。つぎに2本叉はそれ以上ないし全

林木を測るとせば、各測定結果に對して一定の括約誤差がとば別個に考えなければならぬが、輪尺誤差の如きも生長
生じ.全林木の括約誤差は釧樹の括約誤差を合計したも澱盗定にあたって推他の偶然誤差と-艦に考慮計算される

であろう。何と職しば輪尺誤差泌第2回の糖獄禰査においのとなる筈である』換言すれば直健階幅が同じである限り

個樹の集合魁である林木について毎木調査を繰返しても、て鋪'回の蓄積調萱よりも大なるか小なるかに従い姫長量
その括約誤差は同じである。現資にそれがどれ程になるかに對しては或は負､或ほ正として働くからである。よって
ば組の談謹を除去出來恥ぼ知り得るわけであって出來ろだ我友は上述した各個の誤差に對して標幽誤差を求蟻れぱ蓄
け糖密なmm麗分の輪尺を恩いて測定侭所を出來る限り正鱗測定並に生長量査定に對してもそれぞれ綜合の標準誤差
確に記溌ずければ理論的には可能な筈である。下記は1cmを求め得る筈であるが、輪尺の標堆誤差を粥偶然測定
括約によって測定したもの(實はそれ自謹がかLろ括約誤誤差および偶然直径階厘分からくる毎木調査の標準課差を
差をもっている事はいうまでもないが；括約の階幅が狭いそれぞれ脾およびぴとすれば、蓄戯調査に對する綜合標準
ほどその誤差は小さい理であるから、これを眞の値と假定誤差は、/7噸生長量査定に對する綜合標準誤差は
しておくまでのことである〕を基準に2mm括約および5cmヘ/2("+"2)+γ塁となる）それを糖密に算出するまでもな
括約による材救誤差率をみるとく今までの結果からつぎの如く考察を加え得る｡、

2Cin括約では非1.44%
6．考察’

5cm〃－0,10%

となる。この欺字よりみるとF5cm挺約の方力郷って誤差輪尺誤差のた唾に生じる材讃誤差率臓我々 が日勝用いて

一（20〕---
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ノ

いる輪尺によ耐ば、尺度上部の度盛を使っても最大4.10影

に達した。某所で認ぺた庭によると輪尺の遊動脚のふれと

脚長との比は1:20程度のものも稀ではなく、しかも注目

すぺきはその比が不定で1:40から1:10位霞での魔範

囲にある事である。すなわち輸尺誤差によって災えられる

材溌誤差率は単に大なるのみならず輪尺によって篭しい差

がある。な鐙一石二鳥を狙って一つの輪尺に2種類の括約

を施さんとして尺度下部にも度盛を施す事は単に輪尺の誤

差率を犬とするばかりでなく、林木の組成により異る誤差

率を與うる事となるから涯けるべきである。 4

輪尺誤蕊を極小にするため製作に常つては工夫を要する

が、蛮用性からみて極めて精度の高いものをつくる事が困

難であれば溌め各輸尺についてそれが與える誤差率を計蝉

して係灘を出しておくがよい。なお輸尺は使用するにつれ

遊勤脚職#のふれが犬となるため除りに使い古されたもの

は溌棄すべきである。

輪尺誤差によって與えられ患材艤呉差率ばもともと定徽
●

誤差であるため調査面積を増加しても誤差率が減じる事は

ない。もっとも定常誤差であ､る限りそれは蓄穣調査に對し

ては照査法として総り問題とならぬが、生長量査定には偶

然誤差として剛<が故にこの謡からも誤差最を溌めみてお

く事が望ましいのである。

偶然測定誤差は測り落しを考慮に入れても各階幅の測定

に對し本調査の面積0.57h:乱で概ね1%以下（そのzF均誤

差率でも2％以下）であった。しかも注目すぺきは誤差率

が面職鮴木)･の増大につれて遮滅してゆく事であり、照

査法で最もひろく採用し~Eいる5-10h孔では極めて小と

な患。

淀輪括約誤差は照査法としては重要硯すべきではない

が、その侭も小さく、また偶然括約誤差は弊出しなかった

が、その値は極めて小さ‘資用上顧慮する必要がないと謂

われる。

文

生長率の問題を論ずるにはその目的からみて現震に照査
法によって經理されている撰伐林を引合いに出さねばなら
ぬが、それは不可能であり、柴田〔1939〕が本調査林分に

ついて行った報告により我共はごく丙論に見積って生長率
を2％と想定してみても循環期を最短5年とすれば10％と

なる。ところで照盗法による林班面穣をこれも低目にみて

5i,aにとれば、さきにも述べた加‘く偶然誤謹鐸は約認とな
るから本諦海の0.5711肌に鋤する偶然測定誤差の平均誤謹

率ほ0塵6％となり．また偶然括約誤差については算出しな
かったが假りに511別に對して0.3％とすれば、これら2つ

の標準誤差率は略0.3％及び0.4％となるであろう。しか
らぼ生長量査定に對する樗錐誤差は輪尺謡塞がな'.､とすれ

ば約0.95％にと壁まる事となり、生長量謹定に對して信

をおく事が出来る課である。しかるに輪尺誤差を加えると

我狩の用いた中の最良の輪尺の尺度上部の度盛の場合でも
綜合標準誤篝率は約2‘7％に上る事となり‘生長量査定を生

命とする照査法の胃騨的基礎は脅かされる事となるわけで
ある。

すなわち照盗法はもし我だが従来使用し來つた糖度の輪

尺をそのま上何らの考慮なしに用いる場合には調査の糖密
度とい；黙からしても職然論難されなければならぬが､使
用するに際してなるだけ遊戯脚が尺度に封して直角を失わ
ぬような輪尺を用いて諜蓋を小にするか、或は使用前に各

都度その輪尺が與える誤差を算定しておけば隊班面職を極

端に小さくしたり經理期を極端に短かくしない限りにおい

て一一言い換れば從來照査法で探られた規準で－なんら
夛鯉を受けるぺきでばなく、叉階幅もBiOlley以後多くの

實行者が探用せる5．m括約で十分である。雄yerは結論
として4cmの括約を推奨しているが、それはむしろ4cn、
以下に階幅をせばめる必要のなき所以を狼調しているので

あって5cmでは大にすぎるというのではない。

最後に本調査では臨時的に5cm括約の度感を輪尺に施
したのであるから常初より50m括約の輪尺を作製する場

合1こはS"aeffhr(1933)が特向風調するように5,10,15
．…･･cmの記號をつけるよりも5cmの代りに1,10cmの

代りに2．．…･といった風に敷字を入れる方か遥かに便利で

あろう事を本調査の經験を通じて鎧得した旨を附加し言明
しておきたい。

本稿を綴るに當って按助された大學院

翻り研究生大隅侭一君に謝意を表する。
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森 林 手簿 (4)

し

成澤多美也
1

ノ

－太陽黒黙と森林火災一

メ､陽の黒紬なんてものは結核の病災をレントケン富眞で

鴬し出されたみたいで、何となく不氣味なものである。あ

の病巣があると微熱力細たり＆食慾不振に焔つたり、咳が

出たり、最後に血ヘドを吐いて人間とゆう太陽系が死滅し

てしまう。黒馳も亦氣温や雨量蕊度湖水の水位、湖底の沈

積土暦に大きな影響を與え、著しい鍵化のあるときは磁氣

嵐が起きる事も一般に知られている。氣象上の菱化は営然

植物の生育關係にも影欝を及ぼす。地球いや太陽系全態か

らすれば今のところ此の影響も微熱程度である｡'第二期篭

三期と品推して趣に太陽全態が黒馳になっ迄し霞ったら勿

論人類もなくなり永遼の平和が防れるであろう。然し餘り

有難くない話だ。尤もオーシネルとデルリーが氷河から出

た樹木の年輪を認ぺたところ糸河以前にも現在同檬n年
の遁期があったとゆうから吾迂の生きている間に太陽が死

滅することはなからうから、まア詣互に安心して人生を楽

しんだ方がよL､。

太陽の黒鮎は常に一稼ではないが、スイスのチューリッ

ヒで1837-1937年の100年間に亘る長い槻測の結果、一
①

つの最高黒鮎敷と次の最高の間には9ケの完全な遁期達認

めることができ、－やの遁期の長さは9乃至13年の差の

あることも分った。そして平均した週期の長さは11.1年一

黒鮎阻對數とサモア島の平均氣温

（アンヶンハイスグー）

普通11年とゆうことになっている。

少し臓遁にそ拠るが、今迄の太陽黒馳とその他に及ぼす

影鮮の研究史とでもゆうべきものを簡単に述べて鮨こう。

1870年頃氣象學者のケツペンは温籍地方では黒黙駿の少

い年は一段に氣混が高いとゆうことを見出し、その後の研

究に依ると熱帯地方では、黒黙の少い年は暑く、多い年は

低いとゆ5關係が非常に明瞭に表はれるが、極に向うに従

って不明瞭になることが到り、然も全世界の到溺をとって

ふると太陽黒識の週期と同様11年の週期があることも判

鮒した。尤もその後色煮検討された結果､地方によって多

少のズレがある事も鋤明した。例えばパールのやったドイ

ツの観測では、ケツペンの報告した黒鮎箆小期に最高氣淵

になると云っているのに對し、バールは黒黙極大期10ケ

月前としている。

雨量に關しては1920年シユライパーの府擁したところ

に由ると、矢張り11年の週期があることが判り、然も一

週期の中で二回づ上の極大極小を認めることができた。一

般的にゆうと黒鮎敷の極大の時は雨賦が多いとゆうのであ
る。尤もウヲーカーの耐暁によると正の相關を示すところ

と負の相關を示す所とがあるとしている。

「穂物は與えられた環境に於ける氣侯と土壌と生物との
總和であるとゆう植物生態學者の優れた表現通り、黒識週

期が所産値物に影響して居ることが見出されている。例え

ばアヌリカでは、トウモロコシは黒識力:少くなると最大の

産出をあげるが、馬鈴悪は冷凉で多潔な，つ護り黒鮎の發

達期に最も良い結果を示すことが判明している。フランス

では麥の收獲と葡萄の産出高とが何れ電太陽活動の鋤じと

相似の鍵化を示すことが明にされたり我が國でも1887年

から1923年迄37年間に亘る岡山縣下の米の收瞳高との

間には森氏に依れば黒黙極1，後1年と4年目には壷額少

く2年目と3年目には増加する傾向があるとされていぁ

我國の飢漣につし､て田口氏は漉去･2但紀に豆って洲ぺた

結果最悪の飢鯉は鶚職最大期にありとしている。尤も梢趣

を異にしているのでは山澤氏の1750年から174年間の飛

騨の米作は麗作と，職が極犬期に多く、凶作は極小期にあ

るとゆう震表もある。

喝
企
み
⑪

と

団

鰭

濯’

ｆ
令

註氣温曲線は平均氣源とのズレで表はす。

（錘藷新潟縣立加茂農林筒等學佼教官
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成澤：森林手簿
少

■－

アメリカのハシチントン・〆グラス雨氏は松の年輪を調
鈩

査して次圃の様に明瞭な關係のあることを示している。

黒融相對激と松の木の年蝿偏

ところが黒鮎活動が森林火災と密接な關係があるとゆう

ことになると吾燕は一寸開きのがすわけにはゆかなくなる

、シイスコンシン州農務

省土地純濟使用局勤務の
2び動ブfQj一知6o7b

l.jj=.l.||｢

5
1100
｢－7雨
|。。

18 3o9oI9o。ノ9J｡
森林官モリス(W・斑．

Morris)氏がウィメコソ

シン州の氣象状態と黒馳

活動を比較した結果非膳

に面白い事蜜を發見した

のである。
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農作物と儲係させた報告は何等か吾凌の生活に直接影饗

､がある鎌に思はれるが、その他は気象學上としてIま面白い

發見には相違なからうが吾掩には少し縁遠い感がある。

此の州の氣象状態をみると次圃に示す厳に明に二つの山

と谷とがあって太陽迩期の中の最小時期と最高時期との間

に前述した橡な氣候鋤上が認められるが、そのうち日照氣
温と降水通、蒸發澱と葬縛に鯛ぺ黒黙の遁難 温と降水蛍、蒸發澱とを特に調べ

て日照氣魁の方が決定的な關係を
もっているとしている。

圖中氣候第1週期は黒鮎の増加

期、Xは減少期である。第I期

は第1期より短く1833年以來RI&

均4.2年、第I期に燭するものは

約7年である。18読年から1944年

に至るまでの比較をしてみると、

黒溌職加の第4雫目ほ3回、黒識

減少の第7年は4回起こっている

ウィスコンシン州では秋期特に

10月中は從來の森林火災史上では

最も危臓の多い月なので日照時間

は遜去48年間､蒸發戯は27年

間、降水戯と氣温は夫盈29年間

の数値をとったと云っている。

即ち黒黙増加の蝋年ほ雨勝で冷

凉であるが、黒黙が少くなると氣

温も昇り、乾鰯伏態力鍍く。けれ

ども仔細に撞討すると黒黙最高の

時は少くともウイスコン･シシの夏

と秋とは黒黙増加の他の年よりは

冷凉で降雨も少い。つ龍り黒黙減

少の第6第7年頃になると以上の

一般的傾向の外に大氣中に反對の

現象を示す小鍵動が起きる。囲表

の曲線は之等反作用を明に示して

いる。

一般的傾向としては第1期は冷

凍で潔潤であり、第1[期は反對

となる。ウィスコンシンの融篭と
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成 澤，森林手薄

乾燥した秋は篭､1期の第1年目の後牟期に起きる。そし

て寡雨､高温､過度の陽光、低い蒸發の夏が秋の前に來る

･と必ず森林火災の危瞼が起きるとしてﾙ､ろ。

さて闘表中の曲線中降雨と蒸發量が最低で鏑温が高く日

照時が長い時臓森林火災の危険期であることを示すが．此

の危険期は第I期の第x年目の終から第5年目に豆って

起きるのが普通である。

第I期の方ばかりに氣をとられてしまったが、黒撚が

増加する第1期に火災の危険はないかとゆうと必しもそう

とぽかりは断言できない｡‘過去の事変の示すところに由る

と第1期の第3年目の夏と秋の氣温は平均以上に上昇して

いる。1881年即ち黒黙塘加の第3年目はミシカン州で犬火

が大面積にわたって起きた。1880年及び1925年も亦ウイ

承コンシソでは火災に關しては悪運の年であった｡,然し全

鐙的にいうなら第1期中は少くとも火災の危険を綴和する

ことができるの徹事蜜で第I期の初期5年に起きた件数そ

曇激烈さに較べるなら全く雲泥の差と云ってよい。

尤も春期猛烈に發生『す-篭爆林の火災は太陽黙黙とは無關

係で諭しろ季節的なものといえようと氏は附言している。

こ上でL砿e諸州〔五大湖地方）の大火と前の圃表と

對照して承よう。事は全くアメリカの事であぢが如何に太

陽黒黙と關係が深いか讃着にも直ぐ首肯できると思う。

五大湖諸州の大火の總てほ岡表に示された危瞼期に起き

ている。

（1）1828年ウイスコレシンの溌大な地域を焼失した

大火は熱粘減少の最少の年であった。

（2'）1863年にはLakeSuporiorの南西臓岸が焼失し
LaCrosgeでは太陽ば数日間煙でモウロウとなり遥かミル

ウォーキーに至るまで霞んだ程である。

(3)-1864年には北部の辰犬な松の森林地幣は焼き溌

され附近の郡は火の海、煙の海と化した。W&luSilu,TWo

H…rS,NeinSvine村では全村民の協力で辛うじて之を消

し止珍た程である。

(4)Pe副］tigoの火災は1871年10月に發主､.1,500

人の人命を失い60"haの森林を烏有に締した。

（5）1894年7月Phillipの火災は200人b､人命を奪い

3蔑h紐の森林を焼失している。

（6）同年の9月ミネソタ州のHiCkleyに發した火災

は12の町を焼き郷い418の人命と6蔑睡の森林を次醗

に歸した。

（7）1908年はウィスコンシンの窺淋にとっては運の悪

い年で賞にその営時の火災"鐘は1,435件の多きに蓮し、

40萬]職を焼き霊した，

（8）合衆國で經験した最大の大火は1910年であらう。

氣象報告によると最も乾燥した年であった。火災はミネソ

タ、アイダホ、ワシン1．シ、オレゴンこ至るまで猛威を揮

い、その期間たるや7月から10月に及んでいる。同年の

〃10月火災〃として知ら奴ているBandette火災は1萬5千

hnの林地と42人の人命を失った。

、（9）1918年10月ミネソタ州CIp9uttの森林に火災が

發生したのであるが、不幸にもそれ童での20ケ月の降水量

僅に508mmに過ぎなかったため、その猛威を邊しうし、

Duluthほ脅かされ煙は遠く南部ウィスコンシンに至るま

で達した。その続果400人の人命を奪いゞ 財産の損失は3

千萬頂ルと算定されている。

之等はL飢坤諸州の火災として後世火災史に記録さるべ

き大火である。之等を黒製握期に合ほして象ると5件は黒，

黙最大の年の後に隣する第立翻の初年の後半に起きでい

る。他のものは第立期の第5年に起きている，

こ上でモリス氏は大きなf鱗期を豫想するためには禦鮎

の最大と最小の年が何虚に來るかをつきとめることが必璽

であるとしている。氏は何虚までも此の最大の危蕊鋤は太

陽黒職最大の次の年に來る事を主張しているが、他の權威

者はﾕ947年から1449年の間にそれを置き闘萎上では1948

年に置くとして他少残念さうである。

氏に由れば、若し黒鮎の最大が1947年となれば、日取

は1年宛右の方え移ることにならうとの見解を述べてい

るo(此の意見は19打年に鍵菱しているからその後最大が

どこに衆たかは㈱判っている筈だ｡＞

過去の黒黙遮期を鑓礎としてこれらの懲想を立てたのを

見ると、酷暑及乾蝿削が1949年から1953年まで起き、

1961年から1965年までそれが起きるに違いないとしてい

るから、今年からは危隣蝋Mであり殊に氏の第11期の初期

の後半に最大の危瞼があるとゆうのであるから此の秋は日

本でも注意しなければならない。

殊に私の住む雲の越後で正月4日董喧雲をみず、昨年の

5月に接種した椎箪菌糸力轟月3日に珍しくも美事な椎茸
になり、その後一寸した雲があっただけで屋恨の雲下しも

〔こんなことは關東や關西以西では想像もつかない事であ

らうが）僅に一回で濟み梅や櫻が例年よりも一ケ月も早く

咲いたりした暖冬異鍵、又例年にない酷箸等臆たしかに此

のモリス氏の溌想が當る嫌な氣がして籏らないのである。

尤も此の酷暑は米の作柄こは頗る良く鼓倉越後は大豊作で

あらうとの選報があるから．少盈位の酷暑侭大いに我慢し

て、黒黙の一つでも少からん事を祓っている次第である。

然しお互に森桃火災の發生は未然に之を防いで､鐘あて低

調な遥林､濫伐による森林減退を食い止逸なければならな

いと思う｡、

Au9．13.1949
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前橋支部第一回總會
一

●

去る二月五日午前9時より前溌市教育曾館に於て開催。

林野露より三浦長官及び藤村治山課長をはじめ．大島前僑

局長.礪島､板木､群馬､新潟の各縣林務部課長､管内各

誉林署長、木曾からも鯛ll理事長、松原専務理事が出席其

の他雷員多数．其の蝋300名にも達する盛況であった。

會務報野に次いで議事に入り、くい支部規約．（2）支部役

員、（3'林業技術振興決瓢を上程可決し、本部側松川理事

長の挨拶の後､林野聴三浦長官の戒緋を以て總曾を閉ぢた。

尚引綴いて新潟大學淡皐部長の伊藤武夫氏の記念講演があ

り、午後は支部管内の木曾堂員の研究發表曾を行い．前後

に映謹を槻磯して午後5時散會した。

間記念講淡及び曾員の研究發表の概要は本誌上に別擢す

◆

芽
一

竜
〕
Ｂ
一

る。
』
Ｉ

金

林 業技術振興決議

戦時並に戦後を通じ林業技術が當時の國家要請に因るとはいへ極めて偏った方向に極限さ奴てい

たことは否めない．

累次の災害は山林復興が國を學げrての急務であることを教へる

我等は森林が國民文化の母艦であり林産物の供給が直に國民生活に至大の影轡あることを深く認

識し、日本林業技緬協會の傘下に固く團結し一層技術を練磨し技術水準を高めると共に林業技術者
/

の献會的經濟的地位の向上を期する

右決議する

i

l

昭和二十五年二月五日

日本林業技術協會前橋支部總會１
１

’
1

’

〕

－（25〕一
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、

日本林業技術協會前橋支部規約

第一章稚成及び事務所

第一條本支部は頑島､栃木､群馬、新潟及縣丙に居住す

る日本林業技術協會（以下単に協會と云ふ〕會員及び賛

助員を以って組織する

第=條本支部の事務所は前橘瞥林局丙に置く
第二章事業

第三條本支部は協衡の目的を達成するために左の事業を

行ふ

一､協會の目的に合致する地方的事業の企霊及び賓施並

，に本部への棚告

二、所闘會員の異動調査

三、本部及び分曾との連絡

第三章役負

第四條本支部に支部長及び支部委員七名以内を置く支部

委員中二名以内を常任委員とする

第五條麦部長は總會に於て曾員の選肇により定める

第六條支部委員は支部長が委鶴する常任委員も亦同じ

第七條支部長は支部を代表し支部の會務をを綴理する、

支部常任委員ほ常務を執行し支部長事故あるときは其の

名により事務を代行する

支部委員は支部長を補佐し會務を分掌する

第八條本支部に顧問を獄くことが出來る

顧問は本糞部の間に腰じ支部の運管に付意見を述べる

顧問は委員會の推薦に韮き支部長が依頼する

第九條支部長及び支部委員の任期ほこ年とする但し重任

を妨げない、補鮫者の鰯卿は前任者の侭削を総承する

第四章曾譲

鑑卜條本支部の曾践は總會及び委員會とする

第十一樵邇常總會は毎年一回之を開催する

臨時總曾は支部長その必要を認めたとき叉は支部會員五

分の一以上の請求があったとき支部長之を開催する

總會はやむを得ない場合は招集によらす書面によって開

催することが出來る

第十二條總衝は次のこと浄瞬決する

一、支部溌算及び決郡:の承認

二、支部規約の愛更

三、委員衝からの提出事項

四、其の他必要と認めた頚項

第十三條蚕員衡は衡務建行上必要ある場合支部長が随時

これを招集する

第十四縢委員曾は必要ある場合は總曾の沙議を經なけれ

ばならない事項を嘘理することが出來る

催しその場合は次の總衡に於て承認を求めなければなら

ない
f

第五章守分會

第十五條本支部に職域及び腫域を軍位として分會を置く

ことが出来る、分曾の設定及びその範園に付いては支部

委員會で決める

第十六條分會に分衝長及分曾委員若干名〔内二名以丙を

術任とする）を騒ぐ

第十七條分簡長朧分曾員の逃緊によって定める

難'一八條分會は刊行物の配付會費の徴收等に付き支部の
事務を分蟻する

前項の辮務は澱め支部長の承認を經て本部と直結するこ

とが出來る

第十九際分曾役員の選任方法任襲等に付いては支部の規
約を準用する、分曾役員が選任されたとき叉は鍵更があ

ったときは支部及び本部に報告しなければならない

第六章會計

第二十條本支部の糎蓋は本部の交付金及び其の他の收入
をもってこれにあてる

附則

第二十一條本規約は昭和＝十五年二月五日より有効とす
る

但し昭和二-i宝年三月四日より同年三月末日迄に選任さ
れた役員の柾期については昭和二十五年四月一日より起

算するものとする

第二十二條昭和二十五年二月五日に現に存する分曾は本

規約の手織きを了したものと見なす

匹五．
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前 橋支部役員

支部長前橘誉林局長犬

支部委員（常任）前橋螢林局經誉部長滿

同（鴬任）前橘誉林局計憲課長小

同〔粥任）群馬縣林務部長星

同羅島縣林務部長三

同栃木縣林務部長塚
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前橋支部第一回總會
■

研 究發表書摘録
夢

一
函
三 貢

なる三厘につき試蒙した。結果については林間培義による

ものば〔23.4播種）還元紙法による發芽効率より算出した

娠當雲穿數と略同一の發芽をゑたが,種子にて貯藏し

2聖4播きつけたものの亜珍當發芽歎は前年度様間培養を

るもの、乃はち貯蔵越年せざるものの30%に過ぎなかっ

た。叉林間培菱については林分の庇蔭は箸るし<稚苗の生

長、健康状態に影響し、欝閉狸きに過ぎる時は生長途上に

於いて病害その他の原因により横死し、結果的には貯藏識

子の發芽率より劣る結果を出したが、その取扱ひ良好なる

随に於いては發芽激は殆んど減少する事なく良結果をもた

らした事か到った。但し稚苗を希望する大いさに如何にし

て抑制するかは今後の雁暁にまつところが多い。

蝋山行苗の堀取器について

‐原町管林署山一田芳村

苗畑の合理的な經螢力ために機械力，及蓄力を導入して

生産費の輕減を岡る事が求められて來たが､先づ得易い蓄
力を導入して山行苗の堀坂を試みて見た。堀取器には水田

式の馬諺織を改良して利用したが、その改良の要職I巽（1）

機證及溌fゴ板の角度を少にして抱き土の弊害を少くし（2）

媛土板の上部及製先の幅を魔<して苗木細根の堀取を容易

にし③溌土板の角度調節器及根切鉈を設けて堀戚苗木

の損傷を輕減する濠考慮して変行したところ一人常の作業

功程､所要經費、苗木の損傷歩合につき人力のみによる方

法に比して何れも40～50％の能率の増進､經幾の鯉減を

みた。然し禦の安定のため製床を改善する事，根切蛇の動

きを便に･ずる事.耕土反韓を適変にならしめるやうな考案

が今後研究せられるべき要織と‘老へられる。

、塞帯達針葉樹稚苗における伸長生長の年

遡期について

鹿沼農商林徳田添元

植物の伸長生長についてはロバートソン氏がその生長曲

線が化學反應による卓分子自己溺嫌作用の曲線に迩似し筵

るところから第一式として亜"-‘,〕=Z｡'訶豐万(露は‘
時における生物燈の大いさ、Kは自己鯛媒作用の速慶恒数

‘臓謹度鍵大崎難=÷A噸る場合の崎)然し生鑓蝉
は詳細に観察する時は生長現象は反溌回起するものである

から第二銭として氏はK(f-MI)=j"A嫡娑")(瀞。
は前回の生長の最頂総‘蝋はZ時における生長激）を發表

●とメユギカミキソの産卵に開する一考察

林業試験場浅川支場鮫前橘螢林局加逃正明
06

－、緒壹屏1

本種は、昆虫學上鞘翅目CO1eoPler趾草食類PhotoplMIga

天牛科(hrambycidaeに厨し、スギ、ヒバ，ヒノキ等の主

要害虫である。一般にCemmbycidfleの生態に就いては、

未だ詳細に記載發表されているものが少敷にすぎない今日

計らずも錐者は1949年4月19日髄局榊内に於て､､本種の

産卵状態を観察することが出來たのでその結果を識報とし
虹‐

て霊喪することにした。

二、澗迩方法

1.調査場所群馬縣前儒市岩澗1町所在の前僑醤林局織内

質験室の窓下に種いてあったスギの新しい伐根の樹皮

下

I.調査項目飛來産卵期間中に於ける澱度、天氣産卵

時刻、飛來虫数を澗査記錐した。温度は自9時至17時

9時間に亘り毎時温度を測定し、天氣は毎時下記の記

號を以て表はした．

。曇り×高曇り＠珊驫り口晴○快晴･雨

飛来虫数は，下記の記魏蓄用い記録した。

a=50～10)f=10～20r=5～9vr=1～4

三､調査結果（省略）

四，摘要

1．産卵期間は自4月19日至5月7日11日間に亘り行わ

れ、その後は飛來絡隠するに至った。

Ⅱ、産卵行動には氣温‘雨，風等が最も影騨し15oc以下

では産卵が認められず、雨天.弧風並に低温の日は、

産卵を停止する。

m.産卵時刻は12時より17時の間と定められ、風、雨等

が飛來時に起った場合は、飛來開始，飛散時刻が湿れ

’る身

Ⅳ、飛来時刻ほ12時より始まり飛散時刻は17時内外を示

している。｡

画

⑭

こ
》

dp

L

◆

⑲ひのき苗の赤松林間培養について

平饗林鶏都築辰吉
グ

種子の貯職による發芽力低下を防ぐ．ため聯間腫撚きつけ

てその生長を抑制し稚苗で貯臓する事の可否得失を試み

た可林地は容易に光線の投入する赤松林をえらび欝閉度異

－．〔27）一



前橋支部曾員研究發表會摘鋒

苗木養成を蜜施した。電熱床は普逼農業で使用されるもの

と同一である。その結果については単位面積當の得苗數が

露地の場合に比し5倍狼である事､養成費については露地
義成が1*95錠に比し温床養成は1圓30銭と高値にはつ

くが、それは山行率の増により補はれる事叉一ケ年にて

山行苗を義成する事は不可能であったがその生長頗る良好
にて露地に床替一年にして、露地養戊の床替2年のものに
匹敵す．る事，乃ち露地義成の一回床替苗にありて1尺5寸

上のものほ總数の5割程度霧あるが温床養成にありては9
割の成果を得た。

〃

⑳枝打の着手年齢及程度による雪害の程度
と生長量の比較

六日町瞥林署小田孫一郎

雪害の輕減を岡るため如何なる時季に枝打ち行へぼ良い

か叉どの程度行ふべきかを考察せんため六日町管林袈管内
にその試験地を設け樹齢8.9.14年のものにつき枝打の未
施行厘、樹冠長の蕊を切り落す睡琵を切り落す厘を設け

試諭したが､雲害怪度については當年度は積雪避少く結果
を得るに至らなかったが諺枝打ちは上長生長より肥大生長
に箸るしい影藩を及ぼし､植栽後延年を經れぱ相徴暇度
の枝打を質施しても除り生長に影警なく、寧ろ雪害につい

ては極減せられると恩はれるが幼齢林については眼度の枝、
打は生長に害を與證やうである。

⑬日光杉並木について

鹿沼農商圭手塚駿一

日光杉並木に開しては昭和'2年現宇農專講師鈴木丙馬
氏の調査力鍛近のものであり，それより10年を閲してお

るので諭法と異るかも知れぬが昭和24年β月末現在をも
って翻査した。この日光杉並木と云うのば日光、鹿沼宇
都宮、大桑の四街道9里1鋼Iに生立するものを穂するので
あるが、此調査では時間の關係と榎齢の低い事より大桑街

週ま除外した。最初の植栽本歎は賓料不足のため判明せぬ
ｶﾐ､現在胸直1尺上で並木として整ってゐるものは14,112

本でありそれらは樹高胸直共にほ堂整一ではあるが、そ
の丙に樹勢著るしく劣勢にて將來成立を危ぶまれるものは

全数の11％］,581本ある。此等並木數の淑少を見るに明

治：8年に22,728本が昭和4年に20,532本となり25

年間に21,196本の減少を見〈栃木縣史、四街道にて〉、

前述の鈴木氏の調査にては三街道にて153”3本なるが今

回の調査にてほ14,1"本であるので年に167本の減少を

見た。一方後繼樹については全腫を遥じ5，鱈4本にて此等
が全部健全に成育しても筒循損率が上廻り今後100年内に
てその形態が失はれてしまうのでないかと憂慮される。

して居る。生長曲線を剛察して生長に野する還境因子の影
響を考察するに営り理論曲線を求めで観察ずる事が比較的
正確なる観察法の如く思はれるので年逼期を考察するに當

りロバードソン氏の公式を用ひて理論債を算出しそれが蛮

際値と一致するか否かを検した。次にロバートソン氏式の
各式に一致する事が確定した後伸長生長の最盛期は理論的

に公式麹=÷4の‘の鰯含”るから試斜”各蝿
につきその最朧期を明にした｡試料は北大演習林溌験苗圃
におけるトドマツ、エゾマツ、アカエゾマツの播麓据置の

2年生稚苗を試料とし、洲紬としては多芽のもつ最下部の
鱗ﾘﾃの附蒲部を埜熟として幼芽を包む葉尖霞で「コンパ

ス」にて測った。測定は2日目毎に行ひ、先づ第一式に

10日目毎の測定値を代入して理論値を出し實際値との信用
率を求めて見た。次に2日目毎の測定値を第二式に代入し
第一式と同溌信用率を求めた。その結果ロバートソン氏の

第一式､第二式共によく測定償と理論便が略一致主る事が
到り、理論的伸長生長最盛期はトドマツ30餘日エゾマツ

60餘日アカーゾマツ50日前後の如く思はれ速度恒數につ

いてばトドマツ最大にしてアカェゾマツ此に次ぎエゾマツ

最小であった。而して生長期間の長さはエゾマツ、アカマ

ツトドマツと前者と逆の關係を示した。叉生長期間中の鍵

化については生長の始期及維期に小にして最盛期に大とな
る傾向が測った。

q

夢
Ｆ
、

氏
L■

⑳村上管林署管内に於ける萠芽林の質鹸に
ついて

負

村上瞥林鶚河野理助

試験結果につきそ②概要を述ぺると、伐採時期により萠
芽數が如何に愛化するかを根、侃晒、断面萠芽につき調査

したところ，月別については六月伐桑Dものは株播が著し
く多くナラ、クリにあっては總數の50へ60％が橡橘を呈

したが9～10月伐採の．ものについては萠芽は翌年に越され

る力罐積少なく一本営の生立本数も他に比し著しく大であ

った。萠芽の種別についてみると根萠芽は6月伐讓のもの

側面萠芽は9~10月伐採のものが最多の萠茅数をみた’伸
長については4月、12月伐採乃はち伸長期以外のものがよ

く，庇蔭についてば伐採以後直ちに枝條を除去した瞳と除

去しない砿を設けて比較したが除去による乾燥のため枯株
を生ずるものが多かった。

⑬電熱床利用の苗木養成について

今市誉林署水沼・熊遥

山行苗不足を綴和するためにはその山行奉を高める事と

山行年度を早める事にある。その一法とし-乙電熱床による

－〔28）－
、



前綴支部會員研究發表會摘録

q回蹄曲線が直鯨なりや否やの吟味鋤“"3め如一γ2m”

＝401く11.371):)"WixD)-!yg(D)D)=0<11｡37
以kより雨着間には頗る高次の相關關係あり、且回歸曲

線は直線であると見なす事が出來た』、

D.散に雨者間の關係を直線式y=a÷bxとし最小自乗

法により計算し~1謡の實騒式を得た。

D=-1.4280+0.8722(D)"8=0．717士0.0153

〔卿胸直と皮厚の關舗こついて

前記伐探黙直座に野する胸直の式は皮付のものについて計

郷したものであり溌整せらるべき收穫表は樹皮を除いた胸

直による事となって居るので皮付直浬と皮厚の關係を34本
X

の供資喪料をとり､二三の独綴式を比較の結果y=-両更
を撰定し最小自乘法により下記の如き胸直Dに對する皮

厚Bの費験式を得た，
D

:B=13.2768¥0.1893D"8=0.155'士050151

鰯赤城周挫の山腹工事に開する一考察
群馬縣聴岡庭善之助

赤城山周遜夢山腹工事の沼革及現況について読明あり、

それに對する私見についてのくら恥た。

⑳足尾の煙害について

大間々管林署星野重弘

足尾鑛山の煙害の炊況と植生を激害地、中害地､微害地

につき調査したところ激害地にはナラ、ヤシヤプシ、リヨ

ウ・ブ、オホシマザクラ等が辛じて生存し中害地は相識多種

類の樹種がみられたがナラ、ヒノキ、リヨウプ､‘ヤシヤプ

シが優生で徴琴也は除り他と塗りがみとめられなかった。

全唾を邇じてはクリが極めて少い事と製煉所附近にはクリ

の根採が相鴬みうけられる事からク￥は煙害に對して弱い
事力稚察された事を報告した，

e磐城地方あかまつの伐採黙直裡と胸高直

裡との關係について

林業試諒場濁II支場兼前膳誉林局

小暮保、猪俣貢・須貝蕊、
此の調査は「伐採勲痕座から胸高直座を知る事､從って

それは叉既に伐去された地上部の材菰を伐採黙直經から想

定すろものなること」より「磐城地方あかまつ林收礎表j

調整に際して附厨的に調査されだものである。

1．供試資料.磐域地方あかまつ1,003,本につき胸高直經
D伐採黙直裡(D)を薩座割毯尺にて測定

2．計算經過、A.伐採鮎直艇に對する胸高直艇の相關係

数γくD)D=1'0.989gk0.0005

B・相關比の計算．乱）伐採卿i直座に對する胸直の相關比

77(D)D=0.991.zt0.0004b)胸直に對する伐採鼎痕裡

の相關比〃(mD=0.189st0.0003

Ｂ
ｒ
“

■

劃

⑬賓川森林治水試嶮地について

水上誉林署永見郷康

"II'森林治水試験地における識蟻の概璽l今後の談職に
課された命題につき説明あった。

鼠

希

1MIWllWIII11MmⅡIlIIIlI11卿加11冊I側n冊I】I抑肌加ⅢMn川I1M1lIlIlⅡ川畑8111肌1III8IIM01lI1MⅡlmIIIIID

就團法人日本林業技術協會役員
（三月八日第三回邇購總曾に於て改選）

や

松川恭佐同右田伸彦（東京大學農蕊部）
松原茂同黒岩菊郎（東京農工大學農學部〉

同佐伯操次（東京都經濟局〕中川久美雄嚇畷聴）、

植杉哲夫（林懸聴）同飯島富五郎（財團法人林業經濟研究”
小倉武夫（林業試験場〕同武川元紀〔日本漆通産普及會〕
平野孝二（經濟喪定本部）同谷藤正三（東京製材協會〕
吉田好彰（日本木材協騨同田中文雄〔苫小牧製紙株式會祗）
公,平秀職〈林野寵）同近江太郎(十條製紙珠式曾斌）
近森嘉吉C林野聡）同瀕川清（三井木材工業株式會識）
原忠卒（林野聡）同梅地十郎（國鏡パルプエ業辮X寓茄p
河田五郎〔林野臆）難事鳥生眞失(林野露）
黒田隆男（林野寵）同樋口光男（中央林業懇話會）
中澤輝夫“野聴）以上のﾀ馳方理事25名を置くがその選任は理塞曾に
諸瀬寅三（林業試験鋤一任する。但しその人選は各支部か畷の推薦に基くも
岡島呉郎〔東京誉林局）のとする。一と總會で決議された。 ●
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遠慮なく何でも訊いて下さい。夫凌の擁威者に
依頼して明快な回答をして頂きます（編集室）

森林と水源潤養の關係について

（問）兵庫縣北但地方事務所林務課大橋尭
森林の水源潤養の幼果につ､‘,てはウエ声ベル氏ほエーベ
ルマイ氏、ケルウイツヒ氏の試騨結果により之が効果を述
べて居ります。筒大日本山林曾報229銃に依れば之が効果
は少い厳ですが雨説について今少し研究したいので雨議に

q

ついて御指示下さい。

（答）本間題は古くから世界各圃に於て諭織さ‘れ未だそ
の理論なり質職方法なりに於て相鴬の疑問があって最後的
な結論を得るには可成の時日を要するといふことは想像に
難くはあり童せん。從って之に鋤して養否雨論のある事ほ
藷極當然なことでそれに就て一言申上げ童す。

大禮エーベルマイエル氏塔は19世紀後半始めて斯る問
題に對して資敷的要素を以て解明せんとした人であること
凌考へねばならぬでせう。然し乍ら氏の根本思想はさう無
理なものではなく、現在に於てもその質的な着想ほ大鐙そ
のま上であると言はねばなりません。そこでその資騒方法
といふものには多くの疑問があるにせよ、ある程庭は認め
られるものであ､ると思はれ叢ずが．やはり常時の情勢より
して多分に我田弓泳的な部分もある鐸です。この過信的傾
向に野する批到彩學げたものの一つが堀田正迩氏の考へで
ありま､訳｡凡そ森林と水源との關係は森林の増雨効果とこ
の雨の蓄積効果といふ二つの穣臓的効采と、之と反對の降
雨の遜籔並びに邇發といふ消極的効果をすべて考慮せねば
承りません自この中、増雨効果といふものは最近の極壁な
る賞験結果で1％極である所から、さして問題ではなくな
って居ますが､その他の効果ば相営大きいことは事礎でこ
の(＋》〔－)の効果の綜合結果によって水源漁義機能の有無
力丸,へる鐸です。叉ァー 参方この各効果に鋤する森林氣象の状

態も千差盤別であって見れば､森林が水源祇蕊磯能上不可
であるとL、ふことも確かであり，この黙堀田氏のいばれて

居る事も謬とは云へ童せん。即ちこの問題が細く分析的に
なって来た今日では、一概に森林が有用であるとかないと

かは云へず､氣象則鱗等の條件に依って有用濯度の差を生

じ、更には逆に有害な場合もあるかも知れないといふのが
現今識者の共通な見解のやうです。

此の黙に對して鐵試騨場を始め､各犬鋤究室では次第
に量的の解明を目指し、岡山､瀬戸その他各地に試験地を

設けて、鋭意調査研究を進め‘迄居るのであり、逢次その成
果も震表されて鴎し迩叉最近米國の擦雨地方での蜜験に
よると、水源演養機能は森林よりも草地の方が大であり、
森林は治水機能が最も優れて居ると云ふ事が報ぜられて居
り室す。

筒本間題に關してほ種糞の文献もありますが、近く平田
嬉謬K氏が之についての詳細な解読を儀震験場より發表せ
られますから御一讃をお奨めします。

（林業試験場防災部理水研究室）
。

＄

芝本武失著；森林土壌學<遥林蟻逢雷第3鮒）色

朝倉書店昭和24年7月．439頁680側
今回東大教授芝本武夫氏により｢森林土壌學｣が著わされ
た。現在農林雨方面とも職後の狭艤な國土に如何にして經
濟再建を行うかこの基礎負して土溌調査が蝦く要望され
その第一歩は既に蝿み出され干いる｡斯儀に土難調査がク
ローズアップされるにつけても林業家が今までよりも身に

つけて置かねばならぬものは土壌そのものの知識である。
我國でば既に著者芝本氏を始め宮崎、柴田．山田、小出
中村等の諸氏により森林土壌に開し各方面よりﾘﾜ暁が行は
れ，そ奴ぞれの業績が世に出ている。併乍こｵI¥(3Wれも

個為には優れたものではあるけれども獣片的､局所的のも
ので森稼要素としての土蕊についての綜合的見解がのべら

れたものは未だない。この意味でこの「森林土嫌學.臓誠
に時宜にかなったものと言えよう。

その説く所1.土壌及び土壌皐皿土壌生成要素としての

地質及び鑛物m.土壌の生成Ⅳ.土壌の發逵v土鯉の分類
の5篇31章に分れ詳細を極めている。初學者には鞘難解

であるが､森林土錘として特に留意せねばならぬ腐植の生
成及び集積土壌の反態化學成分と植物義分に開する項
は森林土壌に開する溌赫成種を多殿收め興味深く綴むこと

が出來る。從來土壌は大切だと言う呼灘だけで土壌に關す
る知識が普及されなかったのは斯榛な著書のなか口たこと
も大きな原因であろう。林業家の座右の番として礎く推鍵
する次第である。（大政正隆）

テ

今年も（1951年）

繍業手帖を發行します
ぽつぽつ内容の盤備に取りか上り蚤した

御搦待でさい（本會
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一

常任委員は粥任委員曾を組織する。
常任委員ほ互選により常任委員長を選任ずる･
常任委員會は委員曾の定めた基本方針に従い、絲化運
動の推進及び蜜施に關ずる具禮的措置に雷る･
監査委員は會計を監査する。
（赤）委員會に顧問を髄き委員勵こ於て推薦す~る。
5．委員會に事務局を磁く。
事務局の機繍は委員長がこれ詮定める。
6.木蓮動の趣旨に賛同する者を賛助委員とずる・
賛助委員は委員曾に對して意見を述ぺることができる。
7．會計・

本運動資施に要する諸縫鐙は各關係團臘會而i鐸の寄附
その他によるものとし、決算は監査委員の監査をうけ公
表するものとする。

s・木蓮動賞施に關係ある官麗に對しては充分なる協力後
援を求め、委員會に随簿出席を要請するものとする。
9．地方に於ける推進委員倉も木要綱に準するものとする

〃赫葉”
、

○國土緑化推進委員書の發足

かねて林業關係の中央各團篭の間で國土緑化を眼力に推

進する一大國民運動を起すことを寄友協議中であったが今

般次の通り「國土緑化推進委員割が結成され、去る1月

31日参談院曾館に於て發會式を盛大に蕊行して霊足した。

筒三の委員には國曾議員､學識謹験者､地方自治磯の各種

連合衝、林業關係中央團患諺宗教團燈､教育鰯髄、交通観

光リクリエーション溌係の各團幾、報道磯關その他凡そ國

土絲化にユカリを持つあらゆる團魁會献等百除名を網羅し

たもので､關係各官聴の協力を得て早速本年度から溌施に

移含撫定である。

委員長に衆議院議長弊原喜重郎氏を選び、副委員長、常

任黍員、監査委員､委員及賛助委員を置き事務局を設けて

事築の蛍施に雷る･

國土緑化越動實施要綱

1．目的

森林費源を造成し國土の保全と氷力寮源の酒養を剛ると
共に生活鍛境を縦化し以て文化日本の再建に資するため

國土絲化の一大國民運動を展開する。
2．方針

（1）本運動は慶<國民運動として濁り山林のみならず
都市、職場、家庭等國土の全般に亘り全國的なる絲化
迩肋を促瀧するものとする。

（2ノ本通勤は年間繼綴資行するも特に運動鶚中期間に
おいて活溌なる展開を岡ることとし、愛林日を中心と
しで敷果的に活動するも翁とする。
（3）本運動の綜合推進を濁るため中央及び地方に國土
絲化推進委員衝を組織し、浦互に緊密な蓮綴を保持す．
るものとする。

3．迩鋤溌施期間

一ケ年間〔1月より12月まで〕運動集中期間2月－5月
ノ錯地の事情に應じ適雷に定める＞
4℃國土絲化推進委員倉

（イ）露員會は湖b蓮動に關する綜合企謹及びその質施
に繕るものとする。

（戸）委員曾は委員若干名で誇成する。

姿員は左に鯛げるものとずる･

衆鎮院識員若干名参議院議員若干名
學識經戯者若干名、地方自治蝋代表者若干名
關係團魁代表者若干名報道機關代表者若干名
その他本運動の趣旨に賛同する者若干名
くふ､）委員は互選により委員長一名．副委員長若干名を
選任する。
（＝）甕員長は委員中より常任委員若干名及び監塞委員
三名以丙を委嘱する。

常任委員は委員曾の業務を分掌する。

篭

○全日本誤校植林コンクール

讃賓新聞職及び園土絲ｲ雛進委員曾が宝催して全日木學
校植林雲ソクールを溌施することIこなったo(支部省及び挫
林省が後援)総國の小學校、中學佼及び高等學佼について
昭和24年の秋植から25年の春植までの學校林の植林成

讃を各府縣毎に審査して地方コンクールの第1位から3位

までの入選を決定表彰する。筒各府縣の第1位校を代表と

して中央コン汐一ルに推砺し、中央表彰委員會が審査して

小、中、高､夫凌1位から3位蚤での入選桟を決定し表彰

する筈であるo

筒中央への推薦提出噸削は6月末日、7月に審査を行い

7月末に入選發表の撫定である。

○植林キャンプ運動（日本のC.C.C)

植林乃至緋｛錘勤は今まで小、中學生を對象として「畢

校林｣畢生,一般宥年を對象として「赤卜字運動」があり

また雅年7.8月の夏季休暇を利用した學生アルパイ1､とし

て、治山治水キャンプ」があり、それぞれ相鴬の成績を収

めてきた，然し就學の機會を逸し、職を持たない多数の青

少年に勢し失業の對策と不良化坊止の教導の篤め植林と結

び付け、而かも彼等に林業の知識を與へて、將來就業の機

會を作ってやることは一層望ましl‘､事であるとして、昨年

十月新潟で開かれた知事會誤は「愛林青少隼運動に開す･る

建議」を取り上げた．その結果祁奈川縣ほ先づ最初の試み

として『植林キヤムフ通勤を蜜施することになつ趣之

はアメリカのC・QC.運動と似て居るところがら日本のC.

C.C.と叫ばれ、縣丙14才から20才までの青少年50名

を對象として本年の4月から同縣足柄下郡湯本町細宿韓

箱根報國寮）で開催することになった｡,その計蜑ほ砿友次

の通りである。

1．参加者は新制中學卒業程度以上で14才-20才

W
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2．縣丙各市長及び地方事務所長力轆薦する

3.一週間の日程は、職業教育あ資習が4日、一般教育が
2日、休義1日

4．作業衣、雑ノウ、幾具、食器等は賞嘆

5．週給1,000回、丙婁鐙500圓を差引き500圓を生徒に

手渡しする

6．蜜際の仕事としては、測避、土工､治水雛,森林の

管理、保謹、トラクダー其の他の操作等

7．生徒の生活は自治にまかせる

8b野球、ピンポン、ラヂオ、蓄雷器等のリクリエーシ室

シ、娯樂の機曾を典へる

9．訓練期間は1〃年とし、維了者には證書を與へ、林業

後のW焼ずべき慨値が充分にあると言う。

二

關係の補助員として錨職巻斡旋す為 その綴造は双眼鏡の巌にI剛の如き左右二つの光學組織か

ら成り、之を立木から一定の距離に壷って覗き見るのであ
るが、右のレンズは上下二本の指毛が所定の丸太の長さを

表示し、叉左のレンズではその末口に當る最上部の直運が

スケールに依って直ちに讃象取れるようになって居る。

アメリカでは25沢の距離から腕め長さ17．5呪の丸太

の形及び米ロ狸を測定する綴に出來て居る。

此の機械を使用すると輸尺で側定十る程は歪確に出ない

がその功程が比較にならぬ位上ること、持ち運び力極めて
輕便なのと、計算をしないで直接末口に出ること等の爲め

に統尉的な仕事には非常に重喪だと言って居るc掻原識
○有利なクルミの栽唇

ロ

長野縣小聯耐村のクルミ栽培は昭和7年にはじまり、

昨年度は約2“0本から1灘6千貫のクルミを蕊取約720
蔑圓の收入を雛げた。昨年の＃鵬は貫當平均450圓．成木
1本から平均8貫目の收礎があり、現在1戸平均16本を

詩ち、宅地や空閑地利用の疎放栽培で年増1戸鴬り6萬圓
の收入である。

栽培法=接木は殆んど行はれない。大部分賓生仕立てで
3月中旬2年生苗木を専用畑なら堆肥300貫、人糞尿
180澱､草木次20賃をよくすき込んで日雷りの良い
土地に反漁り10－12本を植え、毎年6月上旬硫安3
麓穣度を鑓肥して、あとは中耕と隙草をやれば理想的
宅地利用のものば植孜しでよい。

栽培上の注意＝晩霜のない場所を擬ぷこ-と、雄花の開花
力批較的遅い在来種を10本に1本の割合で混植し稚
粉媒介を助けること、唯一の害虫クリケムシ〔白髪太
詞は秋地上3尺以丙の幹に産卵するから、これを金
鎚でた上きつ“すこと、植栽後5年目頃から結實しは
じめるが他の果樹と異って手入れは全然不要である。
收礎=10月上旬外皮が開裂したところ竹樟でた生き落し
よく水洗ひして一週間天日乾燥の上選果出荷する。
出荷＝縣販連が一手に貿ひ集め製菓原料や生食用として
主に阪刷'方面に出荷、昨年は縣阪蓮が集荷の8割を搾
油し、高級食油として縣外へ賛り出した。
苗木＝2年生苗木は和村農業協同組合で1本邊料共25
圖で分鯉の由〔此項1月30日謡賓より)．

解説

C.C.C.

アメリカのC.C.Qとは
一画－，－-一一五一

C.CC.｡vilinn"1SeWationCorpS-市民寳源保存園）

I*r27年の經濟恐慌によって發生した大規摸にわたる青
少年の失業貧困、それに伴う犯罪を防止Pずる爲め辰営時の

大統領ルーズベルトに依って計鍵されたニュー、デイーに

政策の一蕊をなすもので1933年から始められた。陸軍が
中心になり勢働､世聯雪丙務の各省力棚力した。このC.G

cとほ植林を中心とする治山吹水事業に青少年を参加させ
天然費源及び人的識源の保存に役立せると共にキャンプ生

活を通じて一般的教義と職業I輔くための譲備教育を與へ
ようとするものでその活動のあとを見ると

1．28薦7千エーカーの植林．

2．99蔑5千エーカーの森林害虫願除

3．約64マイルの荊話線架設

4．84マイルの自動車道路建設

その他潔ムの建設、山小屋避難所､望甑の建設､森林火災

の消火、防火縦の設置等

殆んど一年中を山の中で暮すためにC.C.0にとって大
きな問題はホームシックになり易いことであったと言はれ

る。この篇めにリクリエーション、娯樂の面に訓轄に力を

注いで仕事の能率も筒めさせたと言う。

GGCは第二次大戦がはじまるまで讃けられ、参加者
繍数は資に500蕊の多きに上り、それ等参加者は家に歸っ
てからもC.CbCの生活で燈験した努働を學ぴ、筈難に逢

っても希望を失はず、その勇氣と卓越した技術で不況を克

服したという。（此の項25年1月30日讃賓紙より）

○立木の儘丸太の末口径達測る方法(RapidForm
ClaSsDiameterMeasuiFIments

Jonrml1ofFoxestryl949年11月に依れ噸フィラデル

フィヤの東北地方林業試駁場では、立木から簡易Igg-d定長

さの丸太の末口荏を測定する機具を考案した。その磯城は

霞潅試鹸の獄を暁しないが試作品は非常に成績が良くて今
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官吏試瞼の問題集本年,月25日人事院締
●
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本年1月施行された所謂高級官吏の試職は人事院が紛盈たる世論の中に強行しただけあって、その試験
問題は到る虚で話題となった。第一次（血月15日）の一般行政の問題は大分新聞紙等をにぎおはせたが§

第二次〈1月と2日）の專問職の内職類<38）林業の問題は除り紹介されて居ない｡此の嫌な試駿には
どんな問題が出されるか、多少とも今後の参考になると思は江るので胸判った範園禧ﾌ誌に掲載すること

に［た｡然しその悪ひ付費が試験の蜜施期日から大分日数が立ってからの率であるか'ら、受験者の記憶も
薄らぎ．従って誤りがあるかも知れないし、叉問題に表現された戎潭の細部はとても分りつこないので、
その大意だけを表示したことを諒とせられたい。

筒問題の蒐集については、主として前橋誉林局から提供され賓料に基き、本會で林野臆の武藤特産課長
林産課齋藤技官､造林課鯉淵技官の好意ある協力に依って補正し、更ら嶋計彊課の各位の検討に依って漸
く此鹿まで判明したものであることを附言し、深謹の謝意を表したい。
× ××、

次の各問題に對する解答5つの中最も正しいと思ふものに×印を附けて下さい。

ｎ
ｑ
ｊ
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長力纒r，f‘D手入が困難である(5)病害にか比りや

すい

8．スギの人工造林で最も疎獅§行はれる地方は

<X)秋田(2)吉野")妖肥（心智頭(5)北山

9混麺氷を有利とする理由

(1)風致がよい(2)諸害に對する抵抗力が弧い(3)生

長がよい(4)更新が容易である(5)澤伐に適する

10‘密植の利職

〈1)材積生捻欧が多い(2)形質がよい(3)間御恢入

が多t，(4)補植がいらない(5)欝閉力埠い

11．吾國の水平的森林報について次のうち正しいものは

森林鞘特兆樹種詮淋樹種

α）割滞アカウビノキ

（2）瞬幣クリクス

（3）濫鰐ブナスギカラマツ

（4）寒帯〆ケカンバエゾマツシラペ

､(5)(1)と(4)が正しい

12．アカマツとコブーラの中林はコナラを伐採した方がよい

と言はれがその理由は．

（1）。ナラは陽性でアカマツ林下では生長が悪い

（2）。ナラの卿§アカマツの瘤病菌の中間害生である

（3）。ナラの樹冠面積が大でアカマツを塵迫する

“）。ナラの根を張る力が大でアカマヅの生育を妨げ

る

（5）垂ナラは利用便値が少い

13,森林火災に對し次の林分のうち何れ力畷も耐火力が鰻
いか

(1)アラカシ30年山地(2)アカマツ80"zI璽地

（造林關係）

1．國有林の遥林5ケ年計壹<昭和24年-28年）の面稜は

次のうちどれに最も近いか

(1)80萬町歩(2)90萬町歩(3)ﾕ00蔦町歩(4)110萬

町歩(5)12噸町歩

2．森林に對する窒素の給源として最も大きなものは次の

うちどれか

(1)落莱(2)根瘤バクテリヤ(3)小動物の遡骸（4）

降水(5)土壌コロイドの吸着窒素1

3．苗畑に施肥する場合硫酸アムモニヤと同時に使用して

最もいけないもの

（1〕過燐酸石灰(2)智利硝石（3）騨化加里(4)わら

荻(5)石次、
4．種子貯撤の要件として最も考慮しなければならない事

項はどれか

(1)低温(2)乾燥(3)暗所(4)室氣の流通(5)密閉

5．播穂鐙林が植樹造林よhも有利な黙は次の内どの理由

に依るか

(1)苗畑がいらない〔2)經費の節約〈3)環境に迩臓

する（4）手入が少くてすむ(5)被害が少い

6．近年一年生避林が盛に行ばれるようになったがその利

黙は次のうちどｵLか

く')苗畑が少くてすむ②緋木の本性に合致する
(3)床替の手鯉を省く(4)經費が少<てう-む(5)運

搬が便利である

7．挿木弘琳が旗く行ほれない理由

(1)挿惑力球量に求められない(2)活鋳が悪い(3)生

！
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(3)スギ30年傾斜地(4)カラマツ50年zF"

(5)ヒノキ40年zI監地
、

必.天然更新を有利とする最も大きな理由，

（1羅地に適樹が立つ(2)地力の維持ができる(3)其

の地方に適した品種力鵯られる（4）生長量が犬であ

右(5)諸害に對する抵抗力が大きい

15．皆伐f鐸を行うと一般に各種の施業上の斌鰭を生じる

と謂はれるが、その不利を最少限度に保つ篇めの對策と

して次の丙‘何れが最も考慮されなければならない事項

か

く1)伐臓の選定(2)小面識に伐る(3)風下から伐る

“)林織を残すくめ陳礎水を残す

16．枝打の漂準

α)力枝の鏡を打つ(2)力枝と共に力枝以下を打つ

(3)力枝を残してその下から打つ（4）力掛こ關係なし

に樹高の号以下を打つ〈5)力枝以下の号を打つ
17．森林害虫の磯防對策として最も根本的なこと･は

(1)害虫の習性を知る(2)早期發見(3)天敵の利用

（4湊弱木の蓮かな除去〈5)伐採木を蓮に擬出する

18．民有林遥林不擬の原因

（1>造林意慾の減少（2）勢力の不足(3)苗木の不足

(4)造林費の増橘(5)立木畷格が安い

19‘官行鐙林恥に於て次の各項の中、國が行う事項

（1境緊設定(2)防火線の設置（3霜浪人薯置く

有審鳥獣の蝿除（5）

“：保育を惣溌にすがぱ枝打を要しない樹種

(1)丞ギ(2)ヒノキ（3）ヒバ（鋤アヵマツ（5ﾌヵ

ラマツ

21．遥林樹菰を選定する上に第一に考慮すべき事項

(1)經濟的に有利な樹種（2〉理境に適應する(3)苗
木が得易い(4)活蒲がよい（5成長が早い

（利用關係）

22.園内塵の原木を利用して合板工業を行う場合最も有望
な地方は

x1)棚鑓〔幻東北地方(3)中部地方（挫職東地方

(5)九州

”・合板竃丸剥が有利な利熟は

(1)利用率力摘ぃ(2)能率がよい〈3う簿､､製品が得

られる“)出來上りが美しい(5)幅の震いものが探

れる
、

94｡合板に最も多く用いられる椎種

（1）シナ（2）ブツ今（3）アカマツ（4）カバ（5）セン

25‘現在合板接蒲剤として最も多らく用いられる藥品

一一一

｡)ミルクカゼイン③大豆グルー〈3〕石淡酸系合

成樹脂〈4〕カゼイン（5堀素系合成鋤旨

26．木材の中昭和23年度に織出契約の最も多かったもの
(1)モミチエスト(2)ペニヤテエスト〈3)インチ板

(4)ナラ合板（5）ラワン合板

27．最も畷い紙が出来る製紙法

〈1>亜硫酸法(2)ソ一変法“)璽素法“篠木法
（5う硫酸錨法

28．最も普通行はｵしる松根油の製法

（1瀧淵法(2)乾溜法（ぬ抽出法(4)搾油凌(5)瞳

職法
″

29．アテの鐙も大きな特徴

｡)收縮が大きい(2)比重が大きい（3”グニンの

含宥鐙が多い（4）干割れする(5)鉋がかかり難い

30．日本産マルヂ五倍子の最も大きな用途

(1)染瞬(2)媒染割く3藤皮〔4>蜜藥(5)漆の下

地塗

31．鎧飴材としてどの部分にも最も多く使はれる優良材

(1)ケヤキ〔のナラ(3)サクラ（4ｺヒノキ(5)ラ

ワン

32,收縮率の最も小さい織函

(1)ブナ(2)キリ(3)ツケ〈ぬウバ芦ガシ(5)ヒノ

キ

33.用材規絡規定に於げぉ坑木の材積算定法は次の材積計
算法の何れに一番似て居るか

（1）ブーペル法〈2)スマリアソ渋⑬)末両自乘法

(4)中央直裡自乘法(5)y一ヶ式

34,.丸太品等腫分の要素とならない事項

(1)節の大さ(2)目廻り（3職面積《4櫛の位置

(5)心材遥材の割合

35.水中貯水法の利鮎

(1)壁色しない(2)腐蝕かおそい(3)昆虫の被害に

罹らぬ(4)材質を良くする(5)狂い力沙い

36．木材の組織のうち菌の誉菱となる物質

（1）繊維素(2)蛋白質（3職粉(4)糖分〈罰脂肪

37．防腐剤の具脆すべき最も必要な要件

<1)殺菌力が大きい（2）防ｽK性が大悉ある(3)浸透

性が弧い(4)安定度が高L，(5､金腸を腐蝕しない

38世界的木材不足の最も大きな原因

へ1森林賓源の繊少(2)利用可能地域の容槙の減少

(3)輪出力の不足（ぬ船舶の不足鱈濡要の増加

39．指定艇林物黄でないもの

(1)スギ皮（2〕タドソ“)ハゼの蜜〈“キリの資

(5)側錐

－＜34〕一一一
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40"､指定農林物資の織査ほ普通誰承行うか′

の壁産地の地方長官〈2鞘費地の地方長官(3濃

林大臣（鈎誉林署長（5>地方事務所の林務課長
41．或る木材業者が瞥林署長との契約に依って丸太を買っ

たが後になって品拳材積について契約と違って居るこ
とを發見し誉林署長に申出た。誉称署長は次の中どの虚

置をする′のがよいか

(1)申出を受付ない（2）契約通り引渡す(3)今後の

取引で考慮する(4)契約書を訂正する（5）癖勺する

（經管關係）

42．作業級は次の各要素の組み合種の中何れに依って決定

きるべきか､但しA=樹種B=輪伐期C=作業霞
D==地位

<1)A｡B.C(2)B.C.D(3)A.C､DC4)"B､D(5)
A啄丑&QD

4読收穫表調製の場合に次唾各要素の組み合せの中何れに

よるか､但し人=樹種B=作業種0=伐期令D=地
位E==立木度

")A・B6C(2)B,C,D(3)AB.D"A.BbQD
(5)4.BbC.E

44．牧礎保綴の軍位

(1)作業級（2）經蟹歴〔釣伐探別瞳(4)林班（5）管
理随

45．混交林に於て樹種の混交歩合を表示する基準

(1)本難く鋤材積(3)樹冠の占領面積（4ﾂ材積と本
数（5）立木度

＝

46.~經蟹案で指定ずる以外に伐探出來るのは次のうち何計北
の場合か

（1瀬査研究の爲め必要あるとき(2)人工壯令称に於

て保育上必要あるとき(3)指定小班の隣接地を作業
一．の便宜上伐るとき(4)關係部落から買受け申込みの

’あったときく5〕特殊材の駁伐りを要するとき
〃．新經誉規程が澪施業案規程と相違する事項

(1)經誉案は誉称局長が編成する(2)螢林署長が意見
書を提出する･“)林野寵長官の認可を必要とずる

（4)農林大臣の認可を要する〈動秘蹟はメ房トル法に
よる

48.鋤を泓班に瞳分するのは次の何れによるか
く1)林相に燐る腿分の最小の単位であるく2)林班を更

に小分けしたもの(3)林班内で取扱を異にする賦域

〈4)傾斜労向が異なるとき（5ｼ更新方法を異にすると
き、

甥．第一分期伐探指定の標準年伐量に對する伐採許客範園

（'漂準年伐量×5×0,1〈2>標準年伐錐×5×0.2
（3）Ij×10×0.1（釣、〃x10x|O.2

〔5う〃×10×0.3

50．森林の所有､境界､沿革等券知るには次のうち何れに

依ればよいか．

．(1)基本簿〈2ﾂ謹誉案読明書“)森榔調査簿鯉ﾂ經

一誉聞（5ぅ經瞥基案

51．經誉案闘係岡簿の中林懸聴に備付琴要しないもぬ

く1溌本簿(2)經誉岡(3)基本岡(4)經菅基案
，《鋤森林調査簿

52．經管案を編成する場合使用する生長逓隊ど秘か

(1)平均生長量〈2>連年生蔓量⑬)總生長鍾“)伐
期平均生長量（5）定期平均生長量

53.林木生長の良香を制定する最も簡単な因子

(1)樹高(2)樹冠の占領面積（3〕胸高直經“職冠
の邇謹陸(5)根張り

54．民宿林經瞥不健全の振本原因は何か

(1)零細な所有者が多い(2)技術者瀞居ない(3)所

有者と勢務者の利害が鋤玄する“)鯉費が迩さむ
く5)技術が劣る

55．民宥林に於て鐸伐が行はれない理由

〔]>鐸伐の利織を理解しない〈2)經誉面積が狭小であ

る（鋤鐡腫が幼稚竜あるく4〕作業に制約を受ける

（〕人工林が多い

56‘遼年國有林の伐期が低下した理由

(1)材穣收穫を多くする爲〔2〕犬材が不要と.なった

(3)需要力靖加した“)收支の均衡を翻る篤⑮)金

員I虻穫を多くする

57．保安林に於て産物の採取の許可は誰がするか

α〕農林大臣(2)知事（3潜林局長(4)管林署長
（鋤森林組合長

58．林産物搬出のため他人の土地を使用收用する場合の許
可ほ誰がするか

（巧農林大臣（2）知事(3)誉株署長(4)都道府縣林

務部長叉は課長<5”村長

5.),國有林に於て經瞥案の修正ぼ誰の認可を必要とするか

“農林大臣②林野膳長官(3)管株局皇(4)國有
雛課長〈5〕螢林暴長

（治山治水關係）

60．砂防植栽上最も考慮すべき事項

（1〕浅く植える(2)施肥する〈3>職腫(4)郷瞳する
（5嵯鏡、

61.屋割資腱堤の水表面が鉛直で地上筒3m，地下1mの場

－－＝〔35〕－
守
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可
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官 吏賦験の間題集

72．林道戦畿の最も大きな目的

（1）安慰こ運搬する（2>迅速に運搬する（3）運搬費

が擬い（ぬ多く運べる<5〕

73．搬出方法選定の場合最も考恵すぺき事項

（1）撒出材破（2〕既設の搬出設備（3〕市場との距離

(4)樹種(5)f'饒穂

（雑及追録）

74。部分林設定の最大期限

（1）60年<2）70年⑬）80年（4）90年〈5>100年

75．放牧地の鐙犬貸付期間

<1）5年（2）10年（3）15年（の20年（5）25年

76．森隊火災保陳の對象となる騎笥樹命

〔1〕10隼(2)15年(3)20年“)25年（の30年

77．狩職解勢鋤間

（1）9剛5日－4月末日（2）9月15日－3月末日

〈3）10月15日－4月15H(4)11月1日－2月末日

（③11月1日－3月15日

78・我國のﾎ燦統計の丙次の何れが正し､､か

α)森料潜蔵約52憾石〔2)國有林譲貰約33織同
(3)遥林未済則約170蕊町渉〔4〕國有林面穣約690･蔑
町歩〔5〕森林面穣が國土面識の55％

79．遥林樹種に針葉樹を多く用いる理由

(1)用材率がよい(2)生長が早い(3)收穫が多い
“〕邇直な材が得られる（5）活蒲が良い

80．ブナ材の最も大きな紋黙

(1)腐朽し易い(2)狂いが來る(3)曲りが多い

(4)生長がおそい(5)搬出が客易でない、

合職薗の幅を次の何れにすべきか

<1)0.75m(2)1.00m(3)1.25m(4)1.50"

(5>1d75m

”・水叩の繕遥上最もしてはいけないこと

、〔1ｺﾇk叩面を水平にする（2）氷叩面を凹にする(3)水

叩の尖端を少し堰堤から離す〔4う稜石の間に小石麩

充填する(5)稜石の下に砂利を敷く

“海岸砂防で前丘固定のため活物被覆として最もよい方

．法 ￥

α>播種法（2）網状植法(3)調剛徹法(4/Ig把植法

〈5)列状植法

“．罰丘寡譲上最も避けなければならない事項

(1)前丘の走向を海鈴懸にZI菖行に一直線にする(2.前

丘の頂を水平にする(3)局部的にある砂草を保存す

る“〕前丘の幅を成る可<少くずる（5〉

65．前丘植栽に用ゆる樹種の具備要件の最も大切なもの

（')立地に對する要求が少い(2)枝條相互の摩擦に對

し抵抗力銀い(3)窪氣並に急激な溌度の鍵化に對し

錘抗力力娠いく4溌葉に依り地力を回復する(5)常

緑樹である

66．鐵線蛇篭の長所

（1）適應性が犬(2)使用し易い(3)工事材料が蓮撤

し易い(4)瀧鎧が簡単である(5)材料が得易↓、

67，野溪流域の林業の取扱上最も注意すべき事は何か

（1ﾂ保育法(2)作業種（3〕蓮撤設備(4)樹種(5)伐

木“

68．最も崩壊し易い岩石

（1）花崗岩（2）安山岩(3)石蝿(4)瀧岩（5）玄

武岩

．（作業關係）

69．冬期伐採を利とする最大の理由

〔ﾕ〕搬田し易い⑫〕勢力か得易い(3)木材の耐久力

に富む（ぬ虫菌の害にかL‘らない〔5〕材痩がよい
、

70．鐸伐林に於て次の五つの場合立木伐倒の方向はどれが

最もよいか

方向剰職の状態

〈1〕上方多

（2＞注斜上多

⑬〕右斜上少

〔ぬ左斜下少

（5）－F多

71．流邊の最も大きな利鮎

〈1〕經識が少いく2)作業が簡便(3)腐朽せぬ（4）材

質が良くなる<5)施設がいらない

ー
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測量學概論（上窓）償'30圖〒20圓
測覚學各論（下灌）侭180圓〒20圓
會員の便宜の篇に本簡で取次致します

（近刊溌告）
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No.8ヒノキの抜根に開する試験
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前認報告後，次の通り申込があった。その協賛を謝し震<會員に紹介篭-るく略敬鞭一

“
ｂ
ｂ

Q

｜
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賛 助員名
一一－－－二

井上泰徳

住所叉ほ所在地
一

｜展島縣豊田郡本郷町

滝F|濯総濟離“1

口

１
１欧和物塞株式曾祉長．村訓

計 ’ ’’｜累
一一

95名 105口

一 一a

會務報告
ロー…一

○第13回常務理事會1向20日午後2-6時於本曾
出席者松川理事長松原専務理事中川植杉各常務

理事

1.總曾開催に關する件
2.定款鍵更に關する件､

3も照和25年度溌算案及事業方針
等について協識した。

○第14回常務理事念2月22日午後3－9時於木曾
出席者松川理事長、松原専務理戦植杉総務理事．
平野理事(';l･!川総務理事代理）計4名

’、總曾開催の件
2．定款鍵更に關する件
3．理琴禽開催の件。－

4．支部の事務掘常着打合曾開臘の件
5．昭和25年度事業方針並に溌算案
その他に關して協識r合せを行った。

○第6回理事命3月1日後1,3J-=7.30時於本曾
出席者桜川理事長、松原専務理事、中川植杉小倉
各常務理事、公平、黒岩、大角、荻原、大矢、
平野、鈴木各理蕊、飯島監穎計14名

役員の改選期を据えて現任期に於ける最後の理事倉を開
催した。鯛11'理事長挨拶の後
1．認會開催の件

2．定款蕊更に開する件
3．昭和25年度事業方針並に收支溌算案
等につL,て協議決定した。

○前橋支部第一回蕊含

別項に報鐸の通り前橘支部に於ては2月4日第一日總曹
を開催､木曾から樹ili理事長及び桜原導務理事も列席し
た。

一 一

編輯後記
一

O本號は前橋燕部總會の記事公務員試験の問題､林業ニ
ュース等大分色とりどりに盛った篤め識走kりも頁が多

・<なった。未だ此の外に掲載したい原稲が編集者の抽出

の中に澤山たまって居るが木曾の現在の財力では此の程
一度で我慢してもらはなければならぬことを遡臘に思う。
○公務員の試験問題は後から追加したんだが，大腿こんな
穐庭あものが出題されると云う傾向を示し度いう
○本號桟正の中途に於て林野聴長官の更迭が發表された翰
新蕾雨長官にお願して夫為御挨拶の瀞を頂き本鰄に獺賊
出來たことは幸甚であった。

Q近く参議院議員の改選を据えて吾が林業界からも多殴出
馬される噂を開いて居る。その中でも編集者の知る範幽
丙で健三浦前長官も村井清一氏、田中八百八氏等は大脇
確定的らしい衝吾糞の職能代表を國會に鍵るために木曾
からも稜謹的に推薦したいもグだと一昨年あたり大いに
氣勢を上げたが、昨年公布された人頚院の公務員政治活
動禁止に關する窺則に依って、それが不可能となったこ
とは誠に残釜である。本常に歯がゆい感じがする力數し
方かないo

○三月八日本年度總會が縫った。通憾乍ら總曾の記事は次
號に廻さなければならない。（掻原記）

お願ひ
一一

「與林こだま」創刊號より第‘23説まで
/

「興材書叢書」各冊
以LIﾆお持ちの方は木曾にお譲り下さい。
本誌の前身であるr興林こだ童」_l二記の帯鋭とr興林虜
叢書」の各班溌なくてﾒ鐘困って居ります。
全欝揃はなくてもその中の部でも結構です。御希望の
償格毛譲り受けます。

斌團法人日本林業技術協會
』

－－－

画■~~~一一一一

術第103號昭和25年3月15日印刷頒憤40凹
，昭和25年3月20日發行（謹料共）

松原茂發行所 温関法人日本林業技術協會
水野装男東京都千代田瞳永田町2丁目1認也
三立印刷株式曾賦

電請““轌罐東京""8審1
．日本出版協愈舞員番號B214012.
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元山林局技師田中第二著

第蝋森林土木第一巻林道の設計

（譜調)〒'羽
元宥森螢林局長山丙倭文夫著

謬嬢日本造林行政史概説

（譜鶏)〒'5圓
林野露治山課長藤村重任箸

第3韓日本森林資源の分析
第一部森林所有形態

（蕊彊)〒'咽
宇都宮大學教授大崎六郎書

第嬢森林組合の在り方
定慣40圓〒10圓

農林技官白井彌榮著

第蟻植物の生理と接木の實際

（譜蝿》〒'5圓
句‐･●･●●も｡①■｡●･句■｡･阜一0昭一CD冑●｡…■･己曰QeQ■■凸や●口ゆ守凸へ◆●●■●毒●●ー 凸●■｡“●G申q●●ﾛ屯守p●p

林業技術シ1j－ズ

麹拠轆塑鍛仏1W騨溺4部唖,蝿‘…v，．・・錘暦哩辱詞蚕爾轌.．秘.麺…こり毒蕊司涌程 訂F齢

○一・一■｡■ー■■画写の甲一申一ゆ争一一一句pひ●●甲一幸毎今

林業解説シljーズ

凡そ林業に開する限り、最も讃み易い最も
新しい、而も役に立つ讃物･…･････…・

毎月一冊發行く林業解説編集室編集）．
定償・各冊共一部30側・逢料3服迄6回

数約購讃料・12冊分逢料共〒400圏

翫刊僻は絶版）
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加工用木材北村義重

用材の生産加納一郎

えぞまつ。と蛍まつ館脇操

北海道林業人名帖編集室

坑木加納一則
山 火事座談曾

ぱるぷ工業小林準一郎

森林と農地林常夫

輸出木材事情植松健

施業案の今昔南部一郎

森林は誰のものか八谷正銭

北海道森林統計圃表再版

景親八十年諸名家

防雪林仲野光吉

大雪山國立公園原田，泰

日本の森林籍吉良龍夫

世界の森林資源加納一郎
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（林業試職場編箸）

ND.1苗畑に於ける針葉樹稚苗の立
枯病僻5圓〒10圓

恥"2嚴寒期に於ける黒炭窯の構築
に就て償25圓〒10圖

恥sどんぐり味噌製造に開する研
鐸咽〒10画

究(,）

me.4ズギ挿木苗木の根癌腫病
慣35圓〒10圓

N・5松の害虫と駆除
債50圓〒10圓

No6水源の雨量に就いて
償25圓〒10圓

蕊･，薪炭林の施業篤農蓋

一

丸太材積表

空中篤眞測量の手引

私たちの森林

綴鵬學阜認
定‘邊識:〒“

雲更日本就業技樋協會”………“
東京都千代田唾永田町二ノー

一一〈38）一 心
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鈴木清太鱸火災學
墓500圓

書留逢料65圓

限定版直接申込に限る（内容見本要10圓）卜

火災學は日本に於て出來、今猶進展している麗安科學であ

る。火災學は物理學、イヒ學、氣象學、風土學の組合って出
來た一種異嫌な科學であって雌用から云へぼ建築、都市設
計、山林學に及び、又消火については工學，雷學の智識を

借らねばならぬ。又保瞼、統計から諸法規に邇ずる必要が
あるので人文科學も入って來る。

雪藩伊式雛共著林學講義苧6淵
三浦伊八郎署林業實験と實智¥2淵
徳川宗敬著權態噌劉披術の史的研究

雫200圓〒35圓

内圃繁太蝋臓實用馴測量法學淵
北島君三箸耀學侵難茸の人工栽塘法

璽150圓〒35圓

岩出亥之助著食用菌箪類と其培養
要350圓〒35圓

茎150圃〒35圓

島田錦織署林業簿記及收盆評定論
1ﾔ

s乳牛↓

茎200圓〒35圓

地球践版株式會祗

！東京都港唾赤坂局逼内一ツ木町弓
酬。
、
げ ６

Ｉ

《
ｊ
１
１ 林木育種〔上｡下〕(造林畢全番第5”

繼譲佐藤敬二著篭鯛享調
樹木を改良し優化してより能率の高いより丈夫な

ものに育てるため現在行われつ上ある研究並に方法

を極めて科學的且つ系統的糎説途し將來の方向を示
､陵じた唯一の参考書である。（最新刊發賓中）

砂防造林〈造林學全書第6班〕

羅溌原勝著藍噺愚息職曾
本灘は荒駿地の造林について記述さ恥、過伐腫よ
り荒陵地面積の猛煮増加しつkある我が園に於て國

士の保全と森林資源の培養を圃るために緊要とされ

|る砂防造林の全般に亘って詳述した好参考書。、

森林保護學〈造林蘂全書第7冊〕
憂都大簔沼田大學著毒蟻驚具蚕鵜
從來氣象的に大きくまとめた森赫保謹書と異り、

各危害を起す外的因子をそ奴ぞれ猫立せしめ、殊に

キクイムシ・ゾウムシ類に開して詳細I亀記された一
般林業家・畢生諸氏の好伴侶である。

特用樹種〔造林學全書第4班，
蕊鱸倉田盆二郎著需版爵唱褒鵜

實践育林學中村資太郎著雫3鯛
農用林概論中島道郎著定喫彊
森林土壌學芝本武夫薯定箪6鯛
森林氣象學原田泰著近刊

森群生態學粟田勲著近刊
造林學概論中村賢太郎著定學2鯛
森林作業法中村賢太郎著近刊

松喰虫防除精読井上元則著蝉2鵜

木材腐朽菌學葉驚葉共著零s鯛
木材北學工業雫西田屹二著擦鯛
木材･解剖的性質關谷文彦著蝉'鯛，
木材狸弱論關谷文彦著嘩2鶏’

一

◇

東京帥田錦町朝倉書
振替口座東京八六七三番
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戦後始めての《製品

正確・堅牢

戦前に劣らぬものが出來ました
債格

メートル用（ケース入）550回

12尺230圓
尺用

6尺110:圓
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職長村井‘満一

本祗東京都中央腫西八丁堀1ノ6（日鍛ピル3階）
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